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一

『
三
国
志
演
義
』
が
成
立
し
て
後
、
数
多
く
の
版
本
が
次
々
と
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
現
存
す
る
最
も
古
い
版
本
は
、
嘉

靖
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
本）

1
（

で
あ
る
。（
し
か
し
そ
の
出
版
年
等
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
は
あ
る
。）

万
暦
年
間
以
降
に
な
っ
て
、
多
く
の
書
肆
が
さ
ま
ざ
ま
な
版
本
を
出
版
し
、
現
在
数
十
種
類
の
版
本
が
世
界
各
地
の
図
書
館
・

蔵
書
機
関
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
明
代
末
期
か
ら
清
代
初
中
期
に
か
け
て
最
も
流
行
し
た
の
は
、『
三
国
英
雄
志
伝
』

と
題
す
る
簡
本
系
の
版
本
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
州
立
図
書
館
に
『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
が
一
つ
蔵
さ
れ
て
い
る
。
巻
一
巻
頭
書
名
を
『
新
刻
全
像
演

義
三
国
志
伝
』
と
い
い
、
二
十
巻
本
で
あ
る
。
封
面
が
あ
り
、
框
郭
内
右
側
に
「
李
卓
吾
先
生
評
」
と
題
し
、
中
央
に
大
き
く

「
全
像
古
本
三
國
誌
傳
」
と
記
し
、
さ
ら
に
左
側
下
に
「
德
馨
堂
藏
板
」、
框
郭
上
に
「
康
熙
廿
三
年
新
鐫
」
と
記
す
。
首
巻
に

は
李
漁
の
署
名
の
入
っ
た
序
文
・「
全
像
三
國
志
目
録
」
が
あ
る
。
ま
た
巻
一
書
名
の
横
に
は
、「
晋
　
平
陽
　
陳
壽
志
傳
／
元
　

東
原
　
羅
貫
中
演
義
／
書
林
　
鄭
喬
林
梓
行
」
と
記
す
。
上
図
下
文
の
形
式
で
、
本
文
の
行
款
は
、
半
葉
十
七
行
、
図
像
の
左

右
各
三
行
行
三
十
七
字
、
図
像
の
下
十
一
行
行
三
十
字
で
あ
る
。
各
半
葉
の
図
像
の
上
に
標
題
を
記
す
。
版
心
上
部
の
象
鼻
に

鄭
喬
林
本
『
三
国
志
伝
』
に
つ
い
て

中
　
川
　
　
　
諭
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「
新
刻
三
國
志
傳
」
と
題
し
、
最
下
部
に
は
「
乔
」
字
が
あ
る
。
巻
末
に
牌
記
は
な
い
。
巻
九
の
第
十
一
葉
以
降
、
巻
十
三
の

第
十
四
葉
以
降
、
そ
し
て
巻
十
七
の
第
九
葉
以
降
の
三
個
所
に
は
、
美
玉
堂
本
の
文
章
が
紛
れ
込
ん
で
い
る）

2
（

。
封
面
と
巻
一

巻
頭
の
題
署
に
よ
っ
て
、
こ
の
本
は
康
熙
二
十
三
年
に
清
代
の
書
肆
鄭
喬
林
徳
馨
堂
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。（
以
降
「
鄭
喬
林
本
」
と
簡
称
す
る
。）
ベ
ル
リ
ン
州
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
こ
の
本
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

鄭
喬
林
本
に
つ
い
て
、
孫
楷
第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
等
歴
代
の
目
録
に
は
著
録
さ
れ
な
い
。
筆
者
の
『『
三
国
志
演
義
』

版
本
の
研
究）

3
（

』、
魏
安
『
三
国
演
义
版
本
考）

4
（

』
等
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
な
い
。
筆
者
が
最
近
発
表
し
た
『
三
国
英
雄
志
伝
』

に
関
す
る
い
く
つ
か
の
論
文
に
お
い
て
鄭
喬
林
本
に
言
及
す
る
も
、
詳
し
い
考
察
は
行
っ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
本
稿
は
鄭
喬
林
本
を
取
り
上
げ
、
こ
の
本
の
性
質
と
『
三
国
志
演
義
』
諸
版
本
の
中
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二

鄭
喬
林
本
は
上
図
下
文
の
形
式
で
あ
り
、
書
名
を
『
三
国
志
伝
』
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
形
式
・
書
名
を
持

つ
二
十
巻
繁
本
系
な
い
し
は
簡
本
系
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
関
わ
り
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
で
は
実
際
鄭

喬
林
本
は
ど
の
系
統
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
呂
布
は
陳
宮
の
計
略
に
従
い
、
濮
陽
の
富
豪
田
氏
に
曹
操
の
も
と
へ
密
書
を
届
け
さ
せ
た
。

曹
操
は
軍
勢
を
三
つ
に
分
け
て
、
濮
陽
に
進
ん
で
行
っ
た
。
初
更
の
時
分
、
田
氏
の
使
者
の
言
う
と
お
り
城
門
が
開
く
と
、
曹

操
は
城
の
中
へ
入
り
州
の
役
所
を
目
指
し
た
が
、
城
内
に
誰
も
い
な
い
。
曹
操
は
計
略
に
か
か
っ
た
と
知
る
や
退
去
を
命
ず
る
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余
象
斗
本）

7
（

却
説
　
操
見
典
韋
，
殺

出
去
了
。
四
下
衆
人
馬

截
来
，
出
不
得
南
門
，

再
轉
北
門
。
火
光
　
発

中
，
正
　
見
吕
布
，
挺

㦸
躍
馬
，
追
殺
　
　
曹

兵
。
操
加
鞭
縦
馬
過
去
。

　
布
従
後
拍
馬
趕
来
，

用
　
㦸
　
去
　
操
盔
上

一
擊
，
問
　
　
曰
，
曹

操
何
在
。
操
　
急
指
曰
，

前
面
騎
黄
馬
　
　
是 

也
。
　
布
棄
了
　
操
，

拍
馬
去
趕
前
面
的
。

　
　
曹
操
撥
轉
馬
頭
，

却
　
徃
　
東
門
而
走
。

正
逢
典
韋
，
韋
大
　
呌

曰
，
南
門
巳
崩
，
　
急 

出
東
門
。
　
韋
殺
條
血 

　
路
，
到
　
門
道
傍
，

火
㷔
甚
　
急
，
　
城
上 

周
曰
校
本）

6
（

却
說
曹
操
見
典
韋
，
殺

出
去
了
。
四
下
裏
人
馬

截
来
，
　
不
得
南
門
， 

再
轉
北
門
。
火
光
裏
，

　
　
正
撞
見
吕
布
，
挺

戟
躍
馬
，
追
殺
　
　
曹

兵
。
操
加
鞭
縱
馬
過
去
， 

吕
布
從
後
拍
馬
趕
来
，

用
　
戟
於
　
　
操
盔
上

一
擊
，
問
　
　
曰
，
曹

操
何
在
。
操
反
　
指
曰
， 

前
面
騎
黄
馬
者
　
是 

也
。
吕
布
棄
了
曹
操
，

拍
馬
　
趕
前
面
的
。

　
　
曹
操
撥
轉
馬
頭
，

却
望
　
　
東
門
而
走
。

正
逢
典
韋
，
韋
大
呼

曰
，
南
門
已
崩
，
可
急

出
東
門
。
典
韋
殺
條
血

巷
，
　
　
到
　
門
道
，

火
焰
甚
盛
，
　
　
城
上 

朱
鼎
臣
本）

8
（

　
　
　
操
見
典
韋
，
殺 

出
去
了
。
四
下
𥚃

截
来
，
出
不
淂
南
門
，

再
轉
北
門
。
火
光

中
，
　
　
見
昌
布
，
挺

戟
躍
馬
　
追
殺
，

用
　
戟
　
　
剌
操
盔
上

一
擊
，
問
　
　
曰
，
曺

操
何
在
。
操
　
　
指
曰
，

前
靣
騎
黄
馬
　
便
是
。

　
　
　
布
弃
了
　
操
，

拍
馬
去
赶
　
　
　
　
黄

馬
。
曺
操
撥
　
馬
，

　
望
　
　
　
東
門
而
走
。

正
逢
典
韋
，
　
大
呼

曰
，
南
門
巳
崩
，
　
急 

出
東
門
。
　
韋
杀
條
血 

　
路
，
到
　
門
追
傍
。

火
熖
甚
盛
，
　
　
城
上 

楊
美
生
本）

9
（

　
　
　
　
　
火
光

中
，
　
　
見
呂
布
　
挺

㦸
，
躍
馬

　
　
　
　
　
　
赶
来
，

　
将
㦸
　
去
　
　
盔
上

一
擊
。
　
吕
　
曰
，
曹

操
何
在
。
操
　
急
指
曰
，

前
靣
騎
黄
馬
者
　
是 

也
。
　
布
弃
了
　
操
，

拍
馬
去
赶
　
　
　
　
黄

馬
。
　
操

　
　
　
　
向
東
門
而
走
。

正
逄
典
韋
，　
大
呼

曰
，
南
門
已
崩
，　
急 

出
東
門
。
典
韋
殺
條
血 

　
路
，到
城
門
　
　
边
， 

火
㷔
甚
　
　
烈
，
城
上

鄭
喬
林
本

　
　
　
　
　
火
光

中
，
　
　
見
呂
布
　
挺

㦸
，
躍
馬

　
　
　
　
　
　
赶
来
，

　
将
㦸
　
去
　
　
盔
上

一
擊
。
　
　
布
曰
，
曹

操
何
在
。
操
　
急
指
曰
，

前
面
騎
黄
馬
者
　
是 

也
。
　
布
弃
　
曹
操
，

　
　
去
赶
　
　
　
黄 

馬
。
　
操

　
　
　
　
向
東
門
而
走
。

正
逢
典
韋
，
　
大
呼

曰
，
南
門
已
崩
，　
急 

出
東
門
。
典
韋
殺
條
血 

　
路
，
到
城
門
　
　
边
， 

火
㷔
甚
　
　
烈
，
城
上

が
、
そ
の
時
四
方
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
曹
操
は
城
内
を
逃
げ
回
っ
た）

5
（

。
　）

6
（

　）
7
（

　）
8
（

　）
9
（

○
鄭
喬
林
本
巻
二
「
陶
謙
三
譲
徐
州
」
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推
下
柴
草
，
遍
地
　
紅

罩
。
　
典
　
戟
撥
開
，

　
飛
馬
冒
烟
突
火
先

出
。
曹
操
却
好
到
門
道

邉
，
城
楼
上
　
崩
下
一

條
梁
木
，
正
打
　
曹
操

戰
馬
後
胯
。
馬
倒
𠁅
，

曹
操
用
手
托
梁
倒
放
火

中
，
手
執
梁
臂
，
髭
鬚

髮
盡
都
燒
毀
。
典
韋
到

壕
邉
，
正
逢
　
夏
侯
淵
，

兩
箇
同
　
　
入
，

　
　
起
曹
公
，　 
突
火 

而
出
。
　
　
淵
即
抱
操

扵
馬
上
，
典
韋
殺
條
大 

　
路
而
走
。
曹
兵
吕
兵 

　
　
在
城
外
，
接
住
混

戰
，
直
殺
到
天
明
，
操

軍
　
自
囬
寨
中
，
衆

皆
拜
　
扵
地
上
，
與
操

稱
賀
。
操
仰
面
笑

曰
，
悮
中
匹
夫
之
計
。

吾
必
當
報
之
。
郭
嘉
曰
，

計
可
　
速
𤼵
，
　
必
擒

吕
布
。

推
下
柴
草
，
遍
地
　
紅

罩
。
韋
用
㦸
撥
開
，

　
飛
馬
冒
烟
突
火
　
殺

出
。
　
操
却
好
到
門

邉
，
城
楼
上
　
崩
下
一

條
梁
木
，
正
打
着
　
操 

　
馬
後
跨
。
馬
倒

　
操
用
手
托
梁
倒
於
火

中
，
手
　
　
臂
　
　
鬚

髪
盡
都
燒
毀
。
　
韋
到

濠
邉
，
正
逢
着
夏
侯
渊
， 

两
個
　
又
　
入
城
救
主 

　
　
　
　
　
　
衝
突

而
出
。
夏
侯
渊
　
抱
操

於
馬
上
，
　
韋
殺
條
大

　
路
而
走
，

两
軍
在
城
外
　
　
混 

𢧐
，
直
殺
到
天
明
，
操 

　
兵
自
回
寨
中
，
衆
将

皆
　
　
於
地
上
，
與
操

稱
駕
。
操
仰
面
　
　
嘆

曰
，
誤
中
匹
夫
之
計
。

吾
亦
當
報
之
。
郭
嘉
曰
，

計
可
　
速
發
，
　
必
擒

吕
布
矣
。

推
下
柴
草
，
遍
地
通
紅
。

　
　
韋
用
戟
撥
開
，

　
飛
馬
冒
烟
突
火
　
殺

出
。
　
操
却
　
到
門

边
，
城
　
　
門
崩
下
一

條
梁
木
，
正
打
着
　
操 

　
馬
後
跨
。
馬
倒
，

　
操
用
手
托
梁
到
于
火

中
，
手
　
　
臂
　
　
鬚

髪
尽
都
燒
毀
。
　
韋
到

壕
边
，正
逢
　
夏
侯
渊
，

両
个
　
又
殺
入
城
救

操
，
　
　
　
　 

冲
突

而
出
。
夏
侯
渊
　
抱
操

于
馬
上
，
典
韋
杀
條

人
路
而
走
。

　
　
　
殺
到
天
明
，
操 

　
兵
　
回
寨
，

皆
　
伏
于
地
上
。

　
　
　
操
仰
　
　
天
嘆

曰
，
誤
中
匹
夫
之
計
。

　
　
　
　
　
　
郭
加
曰
，

計
可
　
速
　
行
，　
必
擒

吕
布
。

推
下
柴
草
，
徧
地
通
紅
。

　
　
　
用
㦸
撥
開
火
，

　
飛
馬
冐
　
　
火
　
殺

出
。

　
　
　
操
仰
　
　
天
嘆

曰
，
旟
中
匹
夫
之
計
。

　
　
　
　
　
　
郭
嘉
曰
，

計
　
宜
速
発
，
　
必
擒

呂
布
。

推
下
柴
草
，
徧
地
通
紅
。

　
　
韋
　
　
　
撥
開
火

路
，　
　
冒
　
　
火
　
杀

出
。

　
　
　
操
仰
　
　
天
嘆

曰
，
旟
中
匹
夫
之
計
。

　
　
　
　
　
　
郭
加
曰
，

計
　
宜
速
発
，
　
必
擒

呂
布
。
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こ
の
例
を
見
る
と
、
二
十
四
巻
系
の
周
曰
校
本
と
二
十
巻
繁
本
系
の
余
象
斗
本
の
文
章
は
簡
本
系
の
朱
鼎
臣
本
・
楊
美
生
本

に
比
べ
て
は
る
か
に
長
い
。
例
え
ば
、
周
曰
校
本
に
は
「（
追
殺
）
曹
兵
，
操
加
鞭
縱
馬
過
去
，
吕
布
從
後
拍
馬
」
と
い
う
文

章
が
見
え
、
余
象
斗
本
に
も
多
少
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
様
の
文
章
が
見
え
る
。
し
か
し
朱
鼎
臣
本
・
楊
美
生

本
に
は
該
当
す
る
文
章
は
な
い
。
そ
の
他
、
引
用
の
最
後
の
部
分
の
曹
操
の
台
詞
の
中
で
、
周
曰
校
本
と
余
象
斗
本
に
は
い
ず

れ
も
「
吾
必
（
亦
）
當
報
之
」
の
一
句
が
あ
る
が
、
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生
本
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
簡
本
系
統
の
文
章
は

繁
本
系
統
に
比
べ
て
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
朱
鼎
臣
本
と
楊
美
生
本
は
い
ず
れ
も
簡
本
系
統
に
属
す
る
と
は
い
え
、
文

章
の
簡
略
化
さ
れ
た
状
況
に
は
違
い
が
あ
る
。
朱
鼎
臣
本
に
は
曹
操
が
火
攻
め
に
遭
っ
た
具
体
的
な
描
写
が
見
え
る
。
す
な
わ

ち
、
典
韋
が
戦
火
を
突
き
抜
け
、
曹
操
を
助
け
出
そ
う
と
し
た
時
柱
が
倒
れ
て
き
て
、
曹
操
の
腕
・
髪
・
鬚
は
皆
焼
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
典
韋
は
夏
侯
惇
と
曹
操
を
救
い
出
し
て
陣
屋
に
帰
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
文
章
は
余
象
斗
本

と
比
較
的
近
い
。
し
か
し
楊
美
生
本
に
は
こ
の
描
写
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
簡
本
系
統
の
版
本
の
間
に
も
文
章
の
簡
略
化
の

し
か
た
に
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
簡
本
系
統
の
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
と
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
違
い
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
し
た
例
で
は
、「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
が
「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
よ
り
短
く
な
っ
て
い
る
。
逆
に

「
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
文
章
が
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
よ
り
も
短
く
な
っ
て
い
る
例
も
存
在
す
る）

10
（

。
さ
て
鄭
喬
林
本
の
文
章

を
見
る
と
、「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
楊
美
生
本
と
大
差
は
な
い
。
周
曰
校
本
や
余
象
斗
本
よ
り
も
簡
略
な
文
章
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
簡
本
系
の
版
本
で
あ
る
。
そ
し
て
朱
鼎
臣
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
曹
操
が
火
攻
め
に
遭
っ
て
典
韋
・
夏
侯

惇
に
救
わ
れ
る
と
い
う
描
写
が
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
鄭
喬
林
本
は
簡
本
系
の
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
版
本
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
版
本
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
冒
頭

か
ら
最
後
ま
で
全
て
簡
略
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
完
全
簡
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
グ
ル
ー
プ
と
冒
頭
十
二
則
に
二
十
四
巻
系



文学部論叢 №146 ｜ 70

の
文
章
の
影
響
を
受
け
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
「
先
繁
後
簡
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る）

11
（

。
そ
れ
な
ら
ば
、
鄭
喬
林
本
は
ど
ち
ら
の

小
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

完
全
簡
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
と
「
先
繁
後
簡
」
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
違
い
の
一
つ
は
、
劉
備
・
曹
操
・
孫
堅
そ
れ
ぞ

れ
の
初
登
場
場
面
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
少
時
説
話
）
の
有
無
で
あ
っ
た
。
で
は
鄭
喬
林
本
で
は

そ
の
劉
曹
孫
少
時
説
話
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
曹
操
の
少
時
説
話
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
皇
甫
嵩

と
朱
雋
は
官
軍
を
率
い
て
黄
巾
賊
軍
を
火
攻
め
に
し
た
と
こ
ろ
、
賊
軍
は
大
敗
し
、
張
梁
と
張
宝
は
敗
軍
を
率
い
て
逃
げ
て

行
っ
た
。
そ
の
逃
げ
道
を
遮
る
よ
う
に
、
突
然
一
隊
の
軍
勢
が
現
れ
た
。

○
鄭
喬
林
本
巻
一
「
劉
玄
德
斬
寇
立
功
」

为
首
閃
出
一
個
好
英
雄
，
身
長
七
尺
，
細
眼
長
髯
，
胆
量
过
人
。
机
謀
出
衆
，
咲
斉
桓
晋
文
无
匡
扶
之
才
，
論
趙
高
王
莽
少
縱
横
之

策
。
用
兵
彷
佛
孫
吳
，
胸
中
熟
諳
韬
略
。
官
拜
武
騎
都
尉
，
沛
囯
譙
郡
人
也
，
姓
曹
名
操
，
字
孟
徳
，
乃
漢
相
曹
参
二
十
四
代
孫
。

操
曾
祖
曹
節
字
元
偉
，
仁
慈
寬
厚
。
有
隣
人
失
去
一
猪
，
與
節
家
猪
相
類
，
登
門
認
之
。
節
不
与
争
，
使
驅
之
。
去
後
二
日
，
失

去
之
猪
自
归
，
主
人
大
慚
，
送
还
節
，
再
拜
伏
罪
。
節
咲
而
纳
之
。
其
人
寬
厚
如
此
。
節
生
四
子
，
苐
四
子
名
騰
字
季
㒷
，
桓
帝

朝
为
中
常
侍
，
後
封
費
亭
長
。
子
曹
嵩
，
原
是
夏
侯
氏
子
，
過
房
与
曹
騰
为
子
，
因
此
姓
曹
。
嵩
为
人
忠
厚
純
雅
，
官
拜
司
𨽻
校

尉
。
灵
帝
拜
為
大
司
農
，
迁
大
鴻
臚
。
嵩
生
操
，
小
名
阿
瞞
，
一
名
吉
利
。
操
年
幼
時
，
好
飛
鷹
走
犬
，
喜
歌
𣄳
吹
弹
，
少
机
警
有

权
数
，
游
蕩
无
度
。
叔
父
怪
之
，
言
其
過
于
曹
嵩
。
匕
每
鞭
撻
操
，
匕
忽
心
生
一
計
，
一
日
見
叔
父
来
，
詐
倒
于
地
敗
面
喎
口
。
叔

父
慌
問
之
，
操
曰
，
猝
中
凨
耳
。
叔
父
归
告
于
嵩
，
操
潜
地
归
家
，
嵩
驚
而
問
曰
，
汝
中
凨
已
痊
乎
。
操
曰
，
自
来
无
此
病
，
但

失
爱
于
叔
父
，
故
見
罔
耳
。
嵩
乃
信
其
言
，
後
叔
父
但
言
操
過
失
，
嵩
並
不
听
，
因
此
操
得
恣
意
放
蕩
，
不
務
行
業
。
時
人
未
之

竒
也
。
惟
有
喬
玄
一
見
曹
操
，
指
而
言
曰
，
天
下
将
乱
，
非
𠇮
世
之
才
，
不
能
済
也
。
能
安
之
者
，
其
在
君
乎
。
南
陽
何
顒
見
操

言
，
漢
室
将
亡
，
安
天
下
者
，
必
是
此
人
也
。
汝
南
許
劭
有
高
名
，
操
徃
見
之
，
問
曰
，
我
如
何
人
也
。
劭
不
荅
。
又
問
劭
曰
，
子
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治
世
之
䏻
臣
，
乱
世
之
奸
雄
也
。
操
喜
而
謝
之
。
年
二
十
，
㪯
孝
廉
为
郎
，
除
洛
阳
北
都
尉
。
初
到
任
，
県
衙
門
，
各
設
五
色
棒
十

餘
條
，
有
犯
禁
者
，
不
避
豪
傑
，
皆
棒
責
之
。
灵
帝
所
喜
小
黄
門
蹇
碩
的
叔
父
，
提
刀
夜
行
，
操
巡
夜
拏
住
，
就
棒
責
之
，
由
是
内

外
莫
敢
犯
者
，
威
名
頗
震
寰
宇
。
後
为
頓
丘
令
。
因
黄
巾
賊
起
，
拜
为
騎
都
尉
，
引
馬
步
軍
五
千
，
前
来
頴
川
助
𢧐
，
正
值
張
梁
、

張
宝
敗
走
，
曹
操
攔
住
，
大
杀
一
陣
，
斬
首
万
餘
級
，
奪
得
旗
旙
金
鼓
馬
疋
極
多
。

鄭
喬
林
本
の
文
章
は
、
曹
操
が
初
め
て
登
場
し
た
時
、
ま
ず
曹
操
の
人
と
な
り
と
曹
操
の
祖
先
の
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
か

ら
曹
操
が
幼
い
頃
叔
父
に
対
し
て
嘘
を
つ
い
た
こ
と
、
喬
玄
・
許
劭
に
よ
る
曹
操
の
人
物
評
価
、
曹
操
の
任
官
後
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
書
か
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
再
び
『
三
国
志
演
義
』
の
主
要
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
も
ど
り
、
曹
操
が
黄
巾
賊
の
行
く
手
を
阻

む
様
子
が
描
か
れ
る
。
一
方
完
全
簡
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
一
つ
で
あ
る
楊
美
生
本
は
、
同
一
の
場
面
を
次
の
よ
う
に
描
い

て
い
る
。

○
楊
美
生
本
「
刘
玄
德
斩
寇
立
功
」

閃
出
一
人
，
身
長
七
尺
，
細
眼
長
鬚
，
胆
量
過
人
，
官
拜
武
騎
都
尉
，
沛
囯
譙
郡
人
也
，
姓
曺
名
操
字
孟
徳
。
引
馬
歩
五
千
，
前
来

頴
川
助
𢧐
，
正
遇
張
梁
、
張
宝
敗
走
，
被
操
攔
殺
一
陣
，
斬
万
餘
。

楊
美
生
本
の
文
章
は
た
だ
曹
操
の
人
と
な
り
を
紹
介
す
る
の
み
で
、
す
ぐ
に
『
三
国
志
演
義
』
の
物
語
の
本
筋
へ
と
続
い
て

い
る
。
鄭
喬
林
本
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
曹
操
の
祖
先
や
自
分
自
身
の
若
い
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
鄭
喬
林
本
は
、
書
名
こ
そ
『
三
国
志
伝
』
と
題
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
劉
曹
孫
少
時
説
話
を
持
つ
「
先
繁
後
簡
」
小
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
版
本
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
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三

鄭
喬
林
本
が
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
こ
の

小
グ
ル
ー
プ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
続
い
て
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て

い
く
。

筆
者
は
「
致
和
堂
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
鄭
喬
林
本
・
致
和
堂
本）

12
（

・
嘉
慶
七
年
本）

13
（

の

関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　 

簡
本
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
中
で
は
鄭
喬
林
本
・
嘉
慶
七
年
本
と
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
る
が
、
鄭
喬
林
本
を
底
本

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
鄭
喬
林
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
致
和
堂
本
と
鄭
喬
林
本
は
並
列

の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
嘉
慶
七
年
本
は
そ
の
文
章
の
性
質
や
刊
行
年
か
ら
し
て
、
致
和
堂
本
や
鄭
喬
林
本
よ
り
一
段
階
遅

れ
る
版
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鄭
喬
林
本
な
ど
「
先
繁
後
簡
」
の
三
本
が
並
列
の
関
係
で
あ
る
な
ら
ば
、「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
諸
本
の

親
疎
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
次
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
曹
操
は
江
東
を
攻
め
よ
う
と
し
た
が
、
北
方
の
兵
士
た
ち
は
水
上
で
の
戦
い
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
多
く
の
兵
士
た
ち
が
船
の
上
で
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
龐
統
は
曹
操
軍
の
状
況
を
見
て
、
計
略
を
授
け
た
。
曹

操
は
龐
統
の
計
略
に
従
い
、
大
小
の
船
す
べ
て
を
鎖
で
繋
ぎ
、
そ
の
上
に
大
き
な
板
を
敷
く
と
、
人
も
馬
も
み
な
そ
の
上
を
歩

け
る
よ
う
に
な
り
、
病
気
に
な
っ
た
兵
士
た
ち
も
み
な
治
っ
て
、
曹
操
は
心
配
が
な
く
な
っ
た
。
曹
操
は
得
意
に
な
っ
て
勝
利
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を
確
信
し
、
大
き
な
船
の
上
で
宴
会
を
開
か
せ
た
。
夜
遅
く
ま
で
酒
を
飲
み
、
月
は
昼
の
よ
う
に
明
る
く
、
そ
の
時
カ
サ
サ
ギ

の
群
れ
が
北
か
ら
南
へ
飛
ん
で
い
っ
た
。

○
鄭
喬
林
本
巻
八
「
曹
孟
德
橫
槊
賦
詩
」

楊
美
生
本

操
問
曰
，
此
鴉
緣
何
夜

鳴
。
左
右
荅
曰
，
鴉
見

月
明
，
将
謂
天
暁
，
故

离
樹
枝
而
鳴
也
。
操
然

其
言
，

　
　
　
　
令
　
取
槊
，

立
于
舡
頭

　
　
　
　
　
　
　
入

北
塞
，
直
抵
遼
東
，
縱

横
天
下
，　 

乃
大
丈
夫

之
志
也
。

劉
興
我
本

操
問
曰
，
此
鴉
緣
何
夜

鳴
。
左
右
荅
曰
，
鴉
見

月
明
，
將
謂
天
曉
，
故

离
樹
枝
而
鳴
也
。
操
然

其
言
，

　
　
　
　
令
　
取
槊
，

立
于
舡
頭
　
上
，
取
酒

洒
　
于
江
中
，
自
滿
飮

三
爵
，
横
槊
與
諸
將
曰
，

吾
持
此
槊
，
破
黄
巾
，

擒
吕
布
，
滅
　
袁
術
，

收
袁
紹
，
　
　
深
入

北
塞
，
直
抵
遼
東
，
縱

横
天
下
，
　
乃
大
丈
夫

之
志
也
。

鄭
喬
林
本

操
問
曰
，
此
鴉
縁
何
夜

鳴
。
左
右
荅
曰
，
鴉
見

月
明
，
将
謂
暁
矣
，
故

离
𣗳
　
而
鳴
也
。
操

　
　
　
又
咲
不
止
。
此

時
酒
酣
，
　
教
取
槊
，

立
于
舡
頭
之
上
，
取
酒 

　
奠
于
江
中
，
　
滿
飲 

三
爵
，
横
槊
与
諸
将
曰
，

吾
持
此
槊
，
破
黄
巾
，

擒
吕
布
，
滅
　
袁

　
　
绍
袁
術
，
深
入
塞

北
，
　
直
抵
遼
東
，
縱

横
天
下
，
真
乃
大
丈
夫

之
志
也
。

致
和
堂
本

操
問
曰
，
此
鴉
縁
何
夜

鳴
。
左
右
荅
曰
，
鴉
見

月
明
，
將
謂
天
曉
，
故

離
樹
枝
而
鳴
也
。
操

　
　
　
又
笑
不
止
，
此

時
酒
酣
，
　
敎
取
槊
，

立
于
船
頭
之
上
，
取
酒

　
奠
于
江
中
，
　
滿
飮

三
爵
，
横
槊
與
諸
將
曰
，

吾
恃
此
槊
，
破
黄
巾
，

擒
呂
布
，
滅
　
袁

　
　
紹
袁
術
，
深
入
寨 

北
，
　
直
抵
遼
東
，
縱

橫
天
下
，
眞
乃
大
丈
夫

之
志
也
。

嘉
慶
七
年
本

操
問
曰
，
此
鴉
緣
何
夜

鳴
。
左
右
答
曰
，
鴉
見

月
明
，
將
謂
天
曉
，
故

离
樹
枝
而
鳴
也
。
操
然

其
言
，

　
　
　
　
令
　
取
槊
，

立
于
舡
頭

　
　
　
　
　
　
　
曰
，

吾
持
此
槊
，
破
黄
巾
，

擒
目
布
，
滅
二
袁
，

　
　
　
　
　
　
深
入
寨 

北
，
　
直
抵
遼
東
，
縱

横
天
下
，
　
乃
大
丈
夫

之
志
也
。

こ
の
例
を
見
る
と
、
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
は
い
ず
れ
も
「
又
咲
不
止
。
此
時
酒
酣
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
劉
興
我

本
・
楊
美
生
本
・
嘉
慶
七
年
本
は
「
然
其
言
」
と
な
っ
て
い
て
、
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
は
異
体
字
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
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基
本
的
に
文
字
は
一
致
し
て
い
る
。
劉
興
我
本
の
文
章
を
鄭
喬
林
本
・
致
和
堂
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
こ
の
個
所
以
外
は
わ
ず

か
な
文
字
の
違
い
が
あ
る
だ
け
で
、
内
容
は
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
。
楊
美
生
本
の
文
章
と
劉
興
我
本
を
比
較
し
て
み
る

と
、
劉
興
我
本
に
見
え
る
「
上
，
取
酒
洒
于
江
中
，
自
滿
飮
三
爵
，
横
槊
與
諸
將
曰
，
吾
持
此
槊
，
破
黄
巾
，
擒
吕
布
，
滅

袁
術
，
收
袁
紹
，
深
」
と
い
う
文
が
、
楊
美
生
本
に
は
な
い
。
楊
美
生
本
の
「
立
于
舡
頭
」
は
地
の
文
で
あ
る
が
、「
入
北
塞

〜
」
は
も
と
も
と
曹
操
の
セ
リ
フ
で
あ
り
、
文
章
が
続
い
て
お
ら
ず
、
文
意
が
通
じ
な
い
。
こ
れ
は
楊
美
生
本
の
誤
り
で
あ
ろ

う
。
嘉
慶
七
年
本
の
文
章
は
楊
美
生
本
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
嘉
慶
七
年
本
に
は
あ
る
「
曰
，
吾
持
此
槊
，
破
黄
巾
，
擒
目

（「
吕
」
字
の
誤
り
）
布
，
滅
二
袁
」
の
文
字
が
、
楊
美
生
本
に
は
な
い
。
そ
の
他
の
三
本
に
は
い
ず
れ
も
こ
の
文
が
あ
り
、

よ
っ
て
嘉
慶
七
年
本
が
楊
美
生
本
の
よ
う
な
文
章
を
も
と
に
文
字
を
補
充
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、

鄭
喬
林
本
の
文
章
が
致
和
堂
本
に
近
く
嘉
慶
七
年
本
と
い
さ
さ
か
異
な
る
例
は
、
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か

ら
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
嘉
慶
七
年
本
よ
り
も
致
和
堂
本
に
よ
り
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
も
同
様
の
例
が
あ
る
。
劉
備
は
江
陵
で
曹
操
と
戦
っ
て
敗
れ
、
甘
・
糜
夫
人
と
公
子
阿
斗
の
行
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
趙
雲
は
一
人
で
二
夫
人
と
阿
斗
を
探
し
、
ま
ず
甘
夫
人
を
見
つ
け
、
そ
れ
か
ら
糜
夫
人
と
阿
斗
も
見
つ
け
た
。

糜
夫
人
は
阿
斗
を
趙
雲
に
託
し
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
。
趙
雲
は
阿
斗
を
抱
え
て
劉
備
の
も
と
に
向
か
っ
た
。
途
中
曹
操
の
武
将

鍾
紳
と
鍾
晋
が
趙
雲
の
行
く
手
を
阻
ん
だ
。
こ
こ
で
は
周
曰
校
本
の
文
章
も
挙
げ
る
。

○
鄭
喬
林
本
巻
七
「
張
翼
德
渭
水
断
橋
」

楊
美
生
本

劉
興
我
本

鄭
喬
林
本

致
和
堂
本

嘉
慶
七
年
本

嘉
慶
七
年
本

鍾
縉
乃
河
内
人
也
， 

自
㓜
學
儒
，
後
来
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鍾

縉
　
輪
　
斧
　
來 

　
𢧐

趙
雲
，

　
被
雲
剌
死
。

　
　
　
　
鍾
紳

　
　
　
　
見
縉
落

馬
，
　
挺
　
戟
赶

來
，

又
被
子
龍

　
　
　
　
　
　
鍾

縉
　
輪
　
斧
　
来

　
𢧐
，

趙　
　
雲
刺
死

　
　
　
　
鍾
紳
，

　
　
　
縉
見
　
落

馬
，
挺
　
　
㦸
赶

来
，

又
被
子
尨

　
　
鍾
縉
兄
弟
二

人
攔
住
趙
雲
，
趙

雲
見
　
　
追
兵

　
赶
来
，
大
喝
一

声
，
逕
取
鍾
縉
。

匕
揮
　
大
斧
　
而 

迎
。
　
両
馬
相
交
，

　
𢧐
不
三
合
，
一 

鎗
　
　
剌
　
鍾
縉

于
馬
下
，
衝
路
便

走
。
　
　
鍾
紳
要

報
兄
仇
，

　
　
挺
方
天
㦸
赶

来
，

　
　
　
　
　
将
㦸

　
在
子
尨
後
心

裡
　
影
弄
。
子
尨

大
怒
，
撥
轉
馬
，

　
　
　
　
　
右
手

　
　
　
　
撥
過
𡱮

㦸
，
左
　
手
掣
出

靑
紅
剣
，
連
盔
帯

腦
，　 

砍
去
一
半
，

　
　
　
　
　
　
當 

　
前
鍾
縉

　
攔
住
趙
雲
，
趙

雲　
　
　
　
大
喝
一

聲
，
逕
取
鍾
縉
。

縉
揮
　
大
斧
　
而

迎
，

　 

戰
不
三
合
，
一

鎗
　
　
剌
　
鍾
縉

于
馬
下
。

　
　
　
　 

鍾
紳
要

報
兄
仇
，

　
　
挺
方
天
㦸
赶

來
，

　
被
子
龍
　
右
手

　
　
　
　
撥
過
畫

㦸
，
左
　
手
掣
出

靑
紅
劍
，
連
盔
帶

腦
，　 
砍
去
一
半
。

　
　
　
　
　
　
鍾 

縉
　
輪
　
斧
　
來

　
戰
，

趙
雲

　
　
　
剌
死
鍾
縉
，

　
　
　
　
　
紳

　
　
　
　
見
　
落

馬
，
　
挺
　
㦸
赶

來
，

又
被
子
龍

棄
文
就
武
，
與
夏

矦
惇
做
副
将
。
當

日　
攔
住
趙
雲
，
趙

雲
見
背
後
追
兵
又

至
，
　
　
大
喝
一

聲
，
迳
取
鍾
縉
。

縉
揮
　
大
斧
　
来 

迎
， 　
兩
馬
相
交
， 

　 

戰
不
三
合
，
一

鎗
　
　
剌
　
鍾
縉

扵
馬
下
，
衝
路
便

走
。
背
後
鍾
紳
要

報
兄
讐
，

　
持
　
方
天
㦸
赶

来
，
馬
尾
相
啣
，

那
枝
方
天
　
　
㦸
，

只
在
子
龍
後
心
内

　
弄
影
。
　
子
龍

大
怒
，
撥
轉
馬
，

𨚫
好
兩
胷
相
拍
，

　
被
子
龍
左
　
手

持
鎗
，
隔
　
過
𥁞

㦸
， 　
右
手
掣
出

青
釭
劔
，
带
盔
連

腦
， 削
　
去
一
半
。
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こ
の
例
を
見
る
と
、
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
の
文
章
は
、
明
刊
本
の
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
よ
り
も
長
い
。
た
と
え
ば
、
鄭

喬
林
本
に
は
「
鍾
縉
兄
弟
二
人
攔
住
趙
雲
，
趙
雲
見
追
兵
赶
来
，
大
喝
一
声
，
逕
取
鍾
縉
」
の
一
文
が
あ
り
、
致
和
堂
本
は
い

く
ら
か
文
字
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
あ
る
。
一
方
、
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
に
は
こ
の
文
は
な
い
。
そ
の

後
、
鍾
紳
が
趙
雲
と
戦
う
と
こ
ろ
、
劉
興
我
本
は
た
だ
「
鍾
紳
見
縉
落
馬
，
挺
戟
赶
來
，
又
被
子
龍
剌
死
」
と
だ
け
あ
っ
て
、

簡
単
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
鄭
喬
林
本
に
は
「
鍾
紳
要
報
兄
仇
，
挺
方
天
㦸
赶
来
，
将
㦸
在
子
尨
後
心
裡
影
弄
。
子
尨
大

怒
，
撥
轉
馬
，
右
手
撥
過
昼
㦸
，
左
手
掣
出
靑
紅
剣
，
連
盔
帯
腦
砍
去
一
半
，
鍾
紳
落
馬
，
餘
者
奔
回
」
と
い
う
文
章
が
あ
っ

て
、
劉
興
我
本
よ
り
も
複
雑
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
致
和
堂
本
の
文
章
は
鄭
喬
林
本
と
大
差
な
く
、
わ
ず
か
な
文
字

の
違
い
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
が
致
和
堂
本
に
近
く
、
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
と
違
い
が
大

き
い
。
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
は
い
ず
れ
も
明
刊
本
で
あ
り
、
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
は
清
刊
本
で
あ
る
。
刊
行
年
か
ら
す
る

と
、
劉
興
我
本
と
楊
美
生
本
が
先
に
あ
り
、
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
の
方
が
遅
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
鄭
喬
林
本

に
見
ら
れ
る
文
章
は
、
後
か
ら
補
っ
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
周
曰
校
本
を
見
る
と
、
鄭
喬
林
本
に
見
ら

れ
る
文
章
は
周
曰
校
本
に
も
見
ら
れ
、
し
か
も
さ
ら
に
詳
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
繁
本
系
の
周
曰
校
本
の
方
が
『
三
国
志

演
義
』
の
元
の
形
を
留
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
文
章
の
繁
簡
、
そ
し
て
文
章
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
を
考
慮
す
る

と
、
ま
ず
周
曰
校
本
の
よ
う
な
繁
本
系
の
文
章
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
簡
略
化
し
て
鄭
喬
林
本
の
よ
う
な
文
章
が
で
き
あ
が
り
、

　
　
　
　
　
剌
死
，

望
長
坂
　
橋
而

走
。

　
　
　
　
　
刺
死
，

望
長
坂
　
橋
而

走
。

鍾
紳
落
馬
，

餘
者
　
　
奔
回
。

　
　
子
尨
得
脱
，

望
長
坂
　
橋
而

走
。

鍾
紳
落
馬
而
　
死
。

餘
者
盡
皆
奔
囘
。

　
　
子
龍
得
脫
，

望
長
坂
橋
而

走
。

　
　
　
　
　
剌
死
，

望
長
坂
　
橋
而

走
。

　
紳
落
馬
而
　
死
，

餘
者
盡
皆
奔
回
。

趙
雲
　
　
得
脫
，

望
長
阪
坡
　
而
来
。
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そ
れ
を
さ
ら
に
簡
略
化
し
て
、
劉
興
我
本
の
よ
う
な
文
章
が
で
き
あ
が
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
で
、
嘉
慶
七
年
本
は
「
先
繁

後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
一
段
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
と
同
じ
に
な
っ
て

い
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
た
い
。）

以
上
二
つ
の
例
は
、
い
ず
れ
も
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
の
文
章
が
近
く
、
か
つ
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
と
異
な
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
例
に
よ
れ
ば
、
鄭
喬
林
本
と
致
和
堂
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
次
の
よ
う
な
例
も
存
在
す
る
。
劉
備
は
曹
操
と
下
邳
で
戦
っ
て
大
敗
し
、
袁
紹
を
頼
っ
て
河
北
へ
行
っ
た
。
曹
操
は

続
い
て
関
羽
を
攻
め
、
関
羽
の
軍
を
囲
ん
だ
。
関
羽
は
仕
方
な
く
、
し
ば
ら
く
の
間
曹
操
に
降
参
す
る
こ
と
に
し
た
。
曹
操
は

袁
紹
と
戦
っ
た
が
、
袁
紹
配
下
の
大
将
顔
良
と
文
醜
は
き
わ
め
て
強
く
、
曹
操
軍
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
そ
の
時
関
羽
は
劉

備
が
袁
紹
の
も
と
に
い
る
と
は
知
ら
ず
、
曹
操
の
た
め
に
出
陣
し
て
顔
良
と
戦
い
、
顔
良
を
討
ち
、
さ
ら
に
二
度
目
の
出
陣
で

は
文
醜
を
討
っ
た
。
袁
紹
は
関
羽
が
顔
良
と
文
醜
を
討
っ
た
こ
と
を
知
り
、
大
い
に
怒
っ
て
劉
備
を
斬
ろ
う
と
し
た
。

○
鄭
喬
林
本
巻
五
「
関
雲
長
延
津
誅
文
醜
」

楊
美
生
本

玄
徳
曰
，
容
伸
一
言
而

死
。
操
素
與
備
有
仇
，

備
虽
潰
散
，
必
有
报
仇

之
日
。
今
　
知
備
在
明

公
処
，
必
恊
力
攻
之
，

故
使
関
羽
誅
杀
二
将
，

公
知
必
怒
，
此
是
曺
操

借
公
　
手
而
杀
備
也
。

劉
興
我
本

玄
德
曰
，
容
伸
一
言
而

死
。
操
素
與
俻
有
仇
，

俻
雖
潰
散
，
必
有
报
仇

之
日
。
今
日
知
備
在
明

公
処
，
必
恊
力
攻
之
，

故
使
関
羽
誅
殺
二
將
，

公
知
必
怒
，
此
是
曹
操

借
公
　
手
而
殺
備
也
。

鄭
喬
林
本

玄
徳
曰
，
容
伸
一
言
而

死
。
操
素
與
偹
有
仇
，

偹
虽
潰
散
，
必
有
报
仇

之
日
。
今
　
知
偹
在
明

公
処
，
必
恊
力
攻
之
，

故
使
関
羽
誅
杀
二
将
，

公
知
必
怒
，
此
是
曹
操

借
公
　
手
而
杀
偹
也
。

致
和
堂
本

玄
徳
曰
，
容
伸
一
言
而

死
。
操
素
與
備
有
仇
，

備
雖
潰
散
，
必
有
報
仇

之
日
。
今
　
知
備
在
明

公
處
，
必
協
力
攻
之
，

故
使
関
羽
誅
殺
二
將
，

公
知
必
怒
，
此
是
曹
操

借
公
之
手
而
殺
備
也
。

嘉
慶
七
年
本

玄
德
曰
，
容
伸
一
言
而

死
。
操
素
與
備
有
仇
，

備
虽
貴
敢
，
必
有
報
仇

之
日
。
今
　
如
備
在
明

公
處
，
必
恊
力
攻
之
，

故
使
関
羽
誅
殺
二
將
，

公
知
必
怒
，
此
是
曹
操

借
公
　
手
　
殺
備
也
。
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こ
の
例
を
見
る
と
、
劉
備
の
セ
リ
フ
の
後
、
致
和
堂
本
に
は
「
此
玄
德
梟
雄
處
」
の
文
字
が
あ
り
、
そ
の
後
に
袁
紹
の
セ
リ

フ
が
続
く
。
鄭
喬
林
本
と
嘉
慶
七
年
本
に
は
「
此
玄
德
梟
雄
處
」
の
文
字
は
な
く
、
劉
備
の
セ
リ
フ
の
後
す
ぐ
に
袁
紹
の
セ
リ

フ
が
続
く
。
こ
れ
は
先
と
は
逆
に
、
鄭
喬
林
本
は
嘉
慶
七
年
本
と
文
章
が
近
く
、
致
和
堂
本
が
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
と
同
じ

に
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
例
の
中
で
鄭
喬
林
本
・
嘉
慶
七
年
本
に
見
え
な
い
「
此
玄
德
梟
雄
處
」
の
文
字
は

注
釈
に
類
す
る
内
容
で
、
前
後
の
物
語
の
進
展
と
直
接
関
わ
り
が
な
い
。
し
か
も
こ
の
一
句
は
、
小
字
双
行
に
な
っ
て
い
る
か

本
文
の
通
常
の
文
字
よ
り
小
さ
く
書
か
れ
て
い
る
か
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
が
成
立
す
る
時
に
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
同

じ
よ
う
に
削
除
す
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
が
致
和
堂
本
と
一
致
し
、
か
つ

鄭
喬
林
本
と
嘉
慶
七
年
本
が
一
致
す
る
例
は
、
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
も
注
釈
に
類
す
る
文
で
あ
っ
た

り
、
引
用
詩
で
あ
っ
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
成
立
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
が
同
様
に
削
除
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
必
ず

し
も
版
本
の
継
承
過
程
か
ら
生
じ
る
文
章
の
違
い
と
は
限
る
ま
い
。

以
上
の
例
か
ら
見
る
と
、「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
、
鄭
喬
林
本
は
致
和
堂
本
に
最
も
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
鄭
喬
林
本
に
は
鄭
喬
林
本
独
自
の
文
章
が
あ
る
。
例
を
い
く
つ
か
見
て
み
よ
う
。

曹
操
が
徐
州
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
呂
布
は
兗
州
を
攻
め
、
濮
陽
を
占
拠
し
た
。
曹
操
は
そ
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
兵

を
率
い
て
濮
陽
に
行
っ
た
。
曹
操
は
濮
陽
の
西
の
砦
が
守
備
が
手
薄
な
の
を
見
て
、
夜
襲
を
か
け
た
。
呂
布
は
陳
宮
の
計
略
に

惟
明
公
思
之
。（
此
乃
　 

玄
徳
梟
雄
処
。）
紹
曰
，

玄
徳
之
言
是
也
。

　 （
カ
ッ
コ
内
の
文
字
は

小
字
双
行
。）

惟
明
公
思
之
。（
此
是
　 

玄
德
梟
雄
処
。）
紹
曰
， 

玄
德
之
言
是
也
。

　 （
カ
ッ
コ
内
の
文
字
は

小
字
双
行
。）

惟
明
公
思
之
。

　
　
　
　
　
　
紹
曰
，

玄
徳
之
言
是
也
。

惟
明
公
思
之
。（
此
玄
　 

德
梟
雄
處
。）
紹
曰
，
玄

德
之
言
是
也
。

　 （
カ
ッ
コ
内
の
文
字
は

小
字
。）

惟
明
公
思
之
。

　
　
　
　
　
　
紹
曰
，

玄
德
之
言
是
也
。
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楊
美
生
本

典
韋
大
呌
，
主
公
勿
憂
，

随
我
歩
行
，
低
頭
冐
箭

　
　
　
而
走
。
布
軍
䏻

射
者
𢾗
十
騎
近
前
，
典

韋
飛
㦸
刺
殺
　
人
，
衆

皆
走
散
。
典
韋
復
囘
　

　
　
上
馬
，
提
双
㦸
殺

来
。
郝
、
曹
、
成
、
宋

四
将
不
䏻
抵
當
，
各
自

逃
去
。
典
韋
殺
散
敵
軍
，

救
出
曹
操
。

劉
興
我
本

典
韋
大
呌
，
主
公
勿
憂
，

隨
我
步
行
，
低
頭
冒
箭

　
　
　
而
走
。
布
軍
能

射
者
数
十
騎
近
前
，
典

韋
飛
戟
剌
殺
数
人
，
衆

皆
走
散
。
典
韋
復
回
，

飛
身
上
馬
，
提
雙
戟
殺

來
。
郝
、
曹
、
成
、
宋

四
將
不
能
抵
當
，
各
自

逃
去
。
典
韋
殺
散
敵
軍
，

救
出
曹
操
。

鄭
喬
林
本

典
韋
大
呌
，
主
公
勿
憂
，

隨
我
步
行
，
低
頭
冒
箭

　
　
　
而
走
。
布
軍
能

射
者
数
十
騎
近
前
，

　
　
典
韋
殺
散
敵
軍
，

救
出
曹
操
。

致
和
堂
本

典
韋
大
叫
，
主
公
勿
憂
，

隨
我
步
行
，
低
頭
冐
箭

　
　
　
而
走
。
布
軍
能

射
者
數
十
騎
近
前
，
典

韋
飛
㦸
剌
殺
數
人
，
衆

皆
走
散
。
典
韋
復
回
　

　
　
上
馬
，
提
雙
㦸
殺

來
，
郝
、
曹
、
成
、
宋

四
將
不
能
抵
當
，
各
自

逃
去
。
典
韋
殺
散
敵
軍
，

救
出
曹
操
。

嘉
慶
七
年
本

典
韋
大
呌
，
主
公
勿
憂
，

隨
我
歩
行
，
低

萬
回
前
而
走
。
布
軍
能

射
者
数
十
騎
近
前
，
典

韋
飛
㦸
刺
殺
数
人
，
衆

皆
走
散
。
典
韋
復

　
身
上
馬
，
提
双
㦸
殺

來
，
郝
、
弱
、
成
、
宋

四
將
不
能
抵
當
，
各
自

逃
去
。
典
韋
殺
散
敵
軍
，

救
出
曹
操
。

従
い
、
高
順
・
魏
績
・
侯
成
に
守
ら
せ
、
曹
操
軍
と
戦
っ
た
。
夜
が
明
け
よ
う
と
す
る
頃
、
呂
布
は
兵
を
整
え
て
西
の
砦
に

や
っ
て
き
た
。
曹
操
軍
は
敵
わ
ず
、
呂
布
軍
に
四
方
を
囲
ま
れ
、
矢
が
雨
の
よ
う
に
射
か
け
ら
れ
た
。
曹
操
は
脱
出
す
る
術
が

な
い
。

○
鄭
喬
林
本
巻
二
「
呂
奉
先
濮
陽
大
戰
」

典
韋
は
呂
布
軍
の
放
つ
矢
か
ら
曹
操
を
守
り
、
戟
を
手
に
取
っ
て
戦
い
、
曹
操
を
救
出
し
た
。
こ
の
例
を
見
る
と
、
劉
興
我

本
・
楊
美
生
本
・
致
和
堂
本
・
嘉
慶
七
年
本
に
見
え
る
「
典
韋
飛
㦸
，
剌
殺
數
人
，
衆
皆
走
散
。
典
韋
復
囘
上
馬
，
提
雙
㦸
殺

來
，
郝
、
曹
、
成
、
宋
四
將
不
能
抵
當
，
各
自
逃
去
」
と
い
う
文
章
が
、
鄭
喬
林
本
に
は
な
い
。
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
、
典
韋

が
曹
操
に
向
か
っ
て
叫
び
、
呂
布
軍
の
「
能
射
者
」
が
近
づ
い
て
き
た
描
写
の
後
、「
能
射
者
」
が
矢
を
射
る
記
述
が
な
く
、
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楊
美
生
本

曹
豹
見
飛

　
单
騎
，
便
引

𢾗
騎
来
赶
。
　
飛
見
豹

来
大
怒
，
　
　
　
挺
矛

迎
戰
。
　
豹
　
　
敗
走
，

飛
赶
　
　
　
　
上
，
　

刺
豹

于
　
　
馬
下
。
飛
　
城

外
招
呼
，
士
卒
出
城
，

　
　
跟
飛
　
望
淮
南
而

去
。
　
布
得
徐
州
，

安
抚
居
民
訖
，
念
玄
徳

劉
興
我
本

曹
豹
見
飛

　
單
騎
，
便
引

数
騎
來
赶
。
　
飛
見
豹

來
大
怒
，
　
　
　
挺
矛

迎
。
　
豹
　
　
　
敗
走
，

飛
赶
　
　
　
　
上
，

剌
豹

于
　
　
馬
下
。
飛
　
城

外
招
呼
，
士
卒
出
城
，

　
　
跟
飛
　
望
淮
南
而

去
。
　
布
得
徐
州
，

安
撫
居
民
訖
，
念
玄
德

鄭
喬
林
本

曹
豹
見
飛

　
单
騎
，
便
引

数
騎
来
赶
。
　
飛
見
豹

来
大
怒
，
　
　
　
挺
矛

迎
𢧐
。曹
豹
　
　
　
走
，

飛
赶
　
　
　
　
上
，　
　

刺
豹

于
　
　
馬
下
。
飛
　
城

外
招
呼
，
士
卒
出
城
，

　
　
跟
飛
　
望
　
南
而

去
。

致
和
堂
本

曹
豹
見
飛

　
單
騎
，
便
引

數
騎
來
赶
　
　
飛
見
豹

來
大
怒
，
　
　
　
挺
矛

迎
戰
。
豹
　
　
　
敗
走
，

飛
赶
　
　
　
　
上
，　
　

剌
豹

于
　
　
馬
下
。
飛
　
城

外
招
呼
，
士
卒
出
城
，　

　
　
跟
飛
　
望
淮
南
而

去
。
　
布
得
徐
州
，　
　

安
撫
居
民
訖
，
念
玄
德

周
曰
校
本

曹
豹
見
飛
無
十
數
人
護

送
，
　
　
　
引
百
十
人 

　
　
　
趕
来
，
飛
見
豹 

　
大
怒
，
拍
馬
来

迎
。
　
豹
戰
三
合
敗
走
，

飛
趕
到
河
邉
，
　
一
鎗

刺
豹
，
連
人
帶
馬
，
死 

于
河
中
。
　
　
飛
扵
城

外
招
呼
，
士
卒
出
城
者
，

𥁞
随
　
飛
投
　
淮
南
而

去
。
吕
布
　
　
　
城
中

安
撫
居
民
，

文
意
は
何
と
か
通
じ
る
け
れ
ど
も
、
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
じ
が
す
る
。
そ
し
て
鄭
喬
林
本
に
見
え
な
い
文
章
は
二
度
出
て
く
る

「
典
韋
」
二
字
に
挟
ま
れ
た
部
分
で
あ
り
、
鄭
喬
林
本
の
同
詞
脱
文
に
よ
る
誤
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
鄭
喬
林
本
が
成

立
す
る
時
に
生
じ
た
誤
り
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
劉
備
は
張
飛
に
徐
州
を
守
ら
せ
、
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
戒
め
て
、
関
羽
と
と
も
に
袁
術
討

伐
に
出
て
行
っ
た
。
そ
の
後
張
飛
は
宴
会
を
開
き
、
諸
将
と
酒
を
飲
ん
だ
。
曹
豹
が
飲
ま
な
い
で
い
る
と
、
張
飛
は
怒
り
、
曹

豹
を
罵
っ
た
。
曹
豹
は
呂
布
の
も
と
へ
逃
げ
て
行
っ
た
。
陳
宮
は
呂
布
に
、
こ
の
機
会
に
乗
じ
て
徐
州
を
奪
う
こ
と
を
進
言
し

た
。
呂
布
が
軍
を
率
い
て
徐
州
ま
で
来
る
と
、
張
飛
は
大
い
に
酔
い
、
戦
え
る
状
態
で
は
な
く
、
東
門
か
ら
逃
げ
て
行
っ
た
。

○
鄭
喬
林
本
巻
三
「
呂
布
月
夜
奪
徐
州
」
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曹
豹
は
張
飛
と
戦
い
、
張
飛
に
斬
ら
れ
た
。
張
飛
は
淮
南
に
向
け
て
行
き
、
吁
咍
ま
で
た
ど
り
着
き
、
劉
備
に
徐
州
で
呂
布

の
夜
襲
に
遭
っ
た
こ
と
を
告
げ
た
。
こ
の
例
を
見
る
と
、
鄭
喬
林
本
は
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
三
本
に
比
べ
て
文
章
が

短
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
布
得
徐
州
，
安
撫
居
民
訖
，
念
玄
德
兄
弟
之
情
，
令
軍
百
人
守
把
玄
德
宅
門
，
諸
人
不
許
輙

入
」
の
文
が
脱
落
し
て
、
呂
布
が
徐
州
の
民
を
落
ち
着
か
せ
劉
備
の
家
族
を
保
護
す
る
描
写
が
な
い
。
繁
本
系
の
周
曰
校
本
に

は
こ
の
描
写
は
あ
り
、
こ
れ
が
『
三
国
志
演
義
』
の
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
鄭
喬
林
本
に
は
こ
の
描
写
は
な
い
も
の
の

文
意
は
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
鄭
喬
林
本
の
誤
り
で
は
な
く
、
鄭
喬
林
本
が
成
立
す
る
時
に
、
独
自
に
こ
の
一
段
を
削

除
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
二
つ
の
例
は
、
い
ず
れ
も
鄭
喬
林
本
の
文
章
が
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
諸
本
よ
り
も
短
く
な
っ
て
い
る
も
の

で
、
鄭
喬
林
本
が
成
立
す
る
時
に
書
き
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
と
は
逆
に
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
が
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
諸
本
よ
り
長
く
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
劉
備
は
諸

葛
亮
と
面
会
し
よ
う
と
諸
葛
亮
の
草
庵
を
訪
れ
た
が
、
一
度
目
も
二
度
目
も
会
う
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。
三
度
目
に
訪
れ

た
時
に
諸
葛
亮
は
家
に
い
た
が
、
昼
寝
を
し
て
眠
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
劉
備
は
関
羽
と
張
飛
を
門
の
所
で
待
た
せ
て
い
た
。

兄
弟
之
情
，
令
軍
　
百

人
守
把
玄
徳
宅
門
，
諸 

人
不
許
　
輙
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
却

說
張
飛

　
至
旴
𣅿
，
来
見
玄
徳
，

説
　
　
　
　
　
呂
布
夜

袭
徐
州
之
事
。

兄
弟
之
情
，
令
軍
　
百

人
守
把
玄
德
宅
門
，
諸 

人
不
許
　
輙
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
却

説
張
飛

　
至
旴
𣅿
，
來
見
玄
德
，

説
　
　
　
　
　
呂
布
夜

襲
徐
州
之
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
却

説
张
飛

　
至
旴
𣅿
，
来
見
玄
徳
，

説
　
　
　
　
　
吕
布
夜

袭
徐
州
之
亊
。

兄
弟
之
情
，
令
軍
　
百

人
守
把
玄
德
宅
門
，
諸

人
不
許
　
輒
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
却

說
張
飛

　
至
旴
𣅿
，
來
見
玄
德
，

說
　
　
　
　
　
呂
布
夜

襲
徐
州
之
事
。

　
　
　
　
　
令
軍
一
百 

　
守
把
玄
徳
宅
門
，
諸

人
不
許
進
　
入
。
此
是

吕
布
弟
兄
之
情
也
。
却

説
張
飛
引
數
十
騎
，
直

到
　
盱
眙
，
来
見
玄
德
，

説
曹
豹
獻
門
，
吕
布
夜

襲
徐
州
。



文学部論叢 №146 ｜ 82

楊
美
生
本

玄
徳
徐
歩
而
入
，

　
　
　
　
見
孔
明

　
　
仰
卧
于

　
竹
榻
之
上
，

　
　
　
侍
立
　
堦

下
。

　
　
　
張
飛
大
怒
，

出
與
雲
長
曰
，
這

先
生
如
此
傲
人
。

　
　
　
　
　
　
高

卧
　
　
不
起
。

我
去
　
庄
後
放

把
火
，
看
他
起
也

不
起
。
雲
長
急

　
止
住
。

　
　
　
　
却
説
玄

徳
凝
望
堂
上
，

劉
興
我
本

玄
德
徐
步
而
人
，

　
　
　
　
見
孔
明

　
　
仰
卧
于

　
竹
榻
之
上
，

　
　
　
侍
立
　
堦

下
。

　
　
　
張
飛
大
怒
，

出
與
雲
長
曰
，
這

先
生
如
此
傲
人
。

　
　
　
　
　
　
高

卧
　
　
不
起
。

我
去
　
庄
後
放
　

把
火
，
看
他
起
也

不
起
。
雲
長
急

　
止
住
。

　
　
　
　
𨚫
說
玄

德
凝
望
堂
上
，

鄭
喬
林
本

玄
徳
随
歩
而
入
，

　
　
　
但
見
孔
明

　
　
仰
臥
于

　
竹
榻
之
上
。
玄

徳
义
手
侍
立
于
堦

下
。

　
　
　
張
飛
大
怒
，

出
與
雲
長
曰
，
這

先
生
如
此
傲
人
。

　
俺
哥
匕
侍
立

在
堦
下
，
那
厮
高

臥
　
　
不
起
。

我
去
　
庄
後
放

把
火
，
看
他
起
也

不
起
。
雲
長
急

　
止
住
，
飛
怒
　

　
不
息
。
却
説
玄

徳
凝
望
堂
上
，
　

見
先
生
　
　
将

欲
起
来
，
又
朝
裏

致
和
堂
本

玄
德
徐
歩
而
入
，

　
　
　
　
見
孔
明

　
　
仰
臥
于

　
竹
榻
之
上
，

　
　
　
侍
立
　
堦

下
。

　
　
　
張
飛
大
怒
，

出
與
雲
長
曰
，
這

先
生
如
此
傲
人
。

　
　
　
　
　
　
高

臥
　
　
不
起
。

我
去
　
庄
後
放
　

把
火
，
看
他
起
也

不
起
。
雲
長
急

　
止
住
。

　
　
　
　
却
說
玄

德
凝
望
堂
上
，

嘉
慶
七
年
本

玄
德
徐
歩
面
入
，

　
　
　
　
見
孔
明

　
　
　
卧
于

　
竹
榻
之
上
，

　
　
　
侍
立
　
堦

下
。

　
　
　
張
飛
大
怒
，

出
與
雲
長
曰
，
這

先
生
如
此
傲
人
。

　
　
　
　
　
　
高

卧
　
　
不
起
。

我
去
　
生
後
放

　
火
，
看
他
起
也

不
起
。
雲
長
急

　
止
住
。

　
　
　
　
却
説
玄

德
凝
望
堂
上
，

周
曰
校
本

玄
德
徐
步
而
入
，

縱
目
觀
之
，
自
然

幽
雅
。
　
見

先
生
仰
卧
於
草
堂

几
　
榻
之
上
，
玄

德
义
手
　
立
扵
堦

下
。
将
及
一
時
，

先
生
未
醒
，
關
張

立
，
又
不
見
動
静
，

入
見
玄
德
，
猶
然

侍
立
。
張
飛
大
怒
，

　
與
雲
長
曰
，
這

先
生
如
此
傲
人
。

見
俺
哥
哥
侍
立
扵 

　
堦
下
，
那
厮
髙

卧
推
睡
不
起
。
等

我
去
庵
　
後
放
一

把
火
，
看
他
起
　

不
起
。
雲
長
急
忙

扯
　
住
，
飛
怒
氣

未
　
息
。
却
說
玄

德
凝
望
堂
上
，

見
先
生
翻
身
将
及

　
起
，
　
又
朝
裏

○
鄭
喬
林
本
巻
七
「
定
三
分
諸
葛
亮
出
茅
蘆
」
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忽
　
見
先
生
斍
来
，

口
　
　
念
　
　
曰
，

大
夢
誰
先
覺
，
平

生
我
自
知
。
草
堂

春
睡
足
，
窓
外
日

遲
匕
。

忽
　
見
先
生
斍
來
，

口
　
　
念
　
　
曰
，

大
夢
誰
先
覺
，
平

生
我
自
知
。
草
堂

春
睡
足
，
窓
外
日

遅
遅
。

壁
睡
着
。
童
子
　

　
　
與
玄
徳
曰
，

且
不
可
驚
　
寝
。

又
立
一
個
時
辰
，

忽
　
見
先
生
斍
来
，

口
　
　
念
詩
句
曰
，

大
夣
誰
先
斍
，
平

生
我
自
知
。
草
堂

春
睡
足
，
牕
外
日

遲
匕
。

忽
　
見
先
生

口
　
　
念
　
　
曰
，

大
夢
誰
先
覺
，
平

生
我
自
知
。
草
堂

春
睡
足
，
牕
外
日

遅
遅
。

忽
　
見
先
生
斍
來
，

　
　
自
念
　
　
曰
，

大
夢
誰
先
斍
，
平

生
我
自
知
。
草
堂

春
睡
足
，
窓
外
日

遲
匕
。

壁
睡
着
。
童
子
欲

報
，
　 

玄
德
曰
，

且
不
可
驚
動
。

又
立
一
箇
時
辰
，

玄
德
渾
身
倦
困
，

強
支
不
辭
。
孔
明

忽
醒

口
吟
　
　
詩
　
曰
，

大
夢
誰
先
覺
，
平

生
我
自
知
。
草
堂

春
睡
足
，
窻
外
日

遅
遅
。

こ
の
例
で
は
、「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
諸
本
の
中
で
鄭
喬
林
本
の
み
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
よ
り
文
章
が
長
く

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鄭
喬
林
本
に
は
見
え
る
「
玄
徳
义
（「
叉
」
字
の
誤
り
）
手
」・「
見
先
生
将
欲
起
来
，
又
朝
裏
壁

睡
着
。
童
子
與
玄
徳
曰
，
且
不
可
驚
寝
。
又
立
一
個
時
辰
」
の
文
章
が
、
劉
興
我
本
な
ど
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
に
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
の
文
章
を
仔
細
に
見
て
み
る
と
、
鄭
喬
林
本
に
「
童
子
與
玄
徳
曰
」
の
文
字
が
あ
っ
て
、
こ
の
「
曰
」
字
の

後
は
童
子
の
セ
リ
フ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
後
に
続
い
て
い
る
「
且
不
可
驚
寝
」
と
い
う
五
文
字
は
、
内
容
か
ら
す

る
と
劉
備
の
セ
リ
フ
の
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鄭
喬
林
本
の
文
章
で
は
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
二
十
四
巻

系
の
周
曰
校
本
を
見
る
と
、
周
曰
校
本
に
も
こ
の
一
段
の
文
章
は
見
え
、
さ
ら
に
諸
葛
亮
が
寝
返
り
を
打
っ
た
後
に
「
童
子
欲

報
，
玄
德
曰
」
の
文
字
が
あ
り
、
意
味
の
上
で
全
く
問
題
が
な
い
。
繁
本
系
の
文
章
に
同
様
の
文
字
が
あ
っ
て
文
意
上
問
題
は

な
く
、
鄭
喬
林
本
が
繁
本
系
よ
り
数
字
少
な
く
文
意
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
が
繁
本
系
か
ら
作
ら
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れ
る
時
に
生
じ
た
誤
り
で
あ
っ
て
、
鄭
喬
林
本
が
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
文
章
に
基
づ
い
て
独
自
に
文
章
を
補
充
し

た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
一
段
の
描
写
は
、
諸
葛
亮
が
目
を
覚
ま
し
そ
う
な
様
子
を
し
な
が
ら
寝
返
り
を
打
っ

て
眠
り
続
け
、
童
子
が
起
こ
そ
う
と
す
る
と
劉
備
が
そ
れ
を
止
め
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
諸
葛
亮
が
や
っ
と
目
を
覚
ま
す
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
葛
亮
が
目
を
覚
ま
す
の
を
劉
備
が
ず
っ
と
待
ち
続
け
て
い
る
と
い
う
描
写
は
、
読
者
に

対
し
て
大
変
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
文
章
・
内
容
は
豊
か
で
文
学
性
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
周
曰
校
本
の
よ
う
な
文

章
こ
そ
が
、『
三
国
志
演
義
』
の
本
来
の
様
相
な
の
で
あ
ろ
う
。
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
・
致
和
堂
本
・
嘉
慶
七
年
本
の
文
章

に
は
こ
の
よ
う
な
描
写
は
な
く
、
周
曰
校
本
の
よ
う
な
強
い
印
象
の
あ
る
文
章
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
文
章
が
簡
略
化
さ
れ
て

こ
の
よ
う
な
文
章
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
鄭
喬
林
本
は
間
違
い
な
く
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
す
る
版
本
で
あ
る

が
、
こ
の
一
段
に
限
っ
て
言
え
ば
、
む
し
ろ
二
十
四
巻
本
系
に
近
い
。
鄭
喬
林
本
の
文
章
に
つ
い
て
の
一
つ
の
大
き
な
問
題
点

で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
曹
操
は
呂
布
に
手
紙
を
送
り
、
袁
術
を
討
伐
す
る
よ
う
催
促
し
た
。
そ
の
時
袁
術
の
使
者

韓
胤
が
や
っ
て
来
て
、
双
方
の
子
供
の
婚
姻
の
た
め
に
呂
布
に
淮
南
へ
来
る
よ
う
言
っ
た
。
呂
布
は
曹
操
の
申
し
出
に
同
意

し
、
韓
胤
を
捕
ら
え
て
曹
操
に
返
事
を
送
っ
た
。
一
方
で
曹
操
は
陳
登
を
広
陵
太
守
に
命
じ
て
、
共
に
呂
布
を
謀
ろ
う
と
し

た
。
陳
登
は
承
諾
し
、
徐
州
に
帰
っ
て
呂
布
に
会
っ
た
。
呂
布
は
陳
登
が
曹
操
に
対
し
て
呂
布
を
徐
州
の
牧
に
す
る
こ
と
を
願

い
出
な
か
っ
た
こ
と
を
知
り
、
ま
た
陳
登
は
呂
布
に
袁
術
と
の
婚
姻
の
話
を
断
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
呂
布
は
何
も
得
る
も
の
が

な
く
、
大
い
に
怒
り
、
陳
登
を
斬
ろ
う
と
し
た
。

○
鄭
喬
林
本
巻
三
「
曹
操
興
兵
征
张
绣
」
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楊
美
生
本

登
笑
曰
，
吾
見
曺
公
　

説
将
軍
，
　
　
辟
如
奍

虎
。
當
飽
其
肉
，
不
飽

則
将
噬
人
。
　
公
笑
曰
，

　
　
　
　
　
吾
待
温
侯

辟
如
奍
鷹
。

　
　
　
　
　
　
　
飢
則

為
用
，
飽
則
　
飛
去
。

　
布
擲
劍
　
曰
，
曺
公

知
我
。

劉
興
我
本

登
笑
曰
，
吾
見
曹
公
　

説
將
軍
，
　
　
辟
如
养

虎
。
當
飽
其
肉
，
不
飽

則
將
噬
人
。
　
公
笑
曰
，

　
　
　
　
　
吾
待
温
侯

辟
如
养
鷹
。

　
　
　
　
　
　
　
飢
則

為
用
，
飽
則
　
飛
去
。

　
布
擲
劍
　
曰
，
曹
公

知
我
。

鄭
喬
林
本

登
笑
曰
，
吾
見
曹
公
　

説
将
軍
，
　
　 

辟
如
养

乕
，
當
飽
其
肉
。
不
飽

則
将
噬
人
。
曹
公
笑
曰
，

　
　
　
　
　
吾
待
温
侯

辟
如
养
鷹
。

　
　
　
　
　
　
　
飢
則

为
用
，
飽
則
　
飛
。

某
問
誰
為
狐
兔
。
操
曰
，

　
　
孫
策
、
　
　
袁
紹
、

　
　
刘
表
、
　
　
刘
璋
、

　
　
張
魯
，
未
除
故
也
。

　
布
掷
剣
　
曰
，
曹
公

知
我
。

致
和
堂
本

登
笑
曰
，
吾
見
曹
公
　

說
將
軍
， 

　
　
譬
　
養

虎
，
當
飽
其
肉
，
不
飽

則
將
噬
人
。
曹
公
笑
曰
，

　
　
　
　
　
吾
待
温
侯

譬
如
養
鷹
。

　
　
　
　
　
　
　
飢
則

爲
用
，
飽
則
　
飛
去
。

呂
布
擲
劍
　
曰
，
曹
公

知
我
。

周
曰
校
本

登
　
曰
，
吾
見
曹
公
把

　
將
軍
説
了
，
譬
如
養

虎
，
當
飽
其
肉
，
不
飽

則
将
噬
人
。
曹
公
笑
曰
，

不
如
卿
言
。
吾
待
温
侯

　
如
養
鷹
耳
。
狐
兔
未

息
，
不
可
先
飽
。
飢
則

为
用
，
飽
則
颺
　
去
。

某
問
誰
為
狐
兔
。
操
曰
，

江
東
孫
策
、
冀
州
袁
紹
、

荊
襄
刘
表
、
益
州
刘
璋
、

漢
中
張
魯
。

　
布
擲
劍
笑
曰
，
曹
公

知
我
意
也
。

こ
の
例
を
見
る
と
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
劉
興
我
本
・
楊
美
生
本
・
致
和
堂
本
に
比
べ
て
長
く
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

鄭
喬
林
本
の
文
章
中
に
見
え
る
「
某
問
誰
為
狐
兔
。
操
曰
，
孫
策
、
袁
紹
、
刘
表
、
刘
璋
、
張
魯
，
未
除
故
也
」
と
い
う
一
文

は
、
劉
興
我
本
な
ど
三
本
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
劉
興
我
本
な
ど
三
本
の
文
章
で
も
意
味
は
通
じ
る
。
む
し
ろ
鄭
喬
林
本
の

文
章
が
そ
の
他
の
本
よ
り
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
狐
兔
」
の
二
文
字
が
突
然
現
れ
て
、「
某
問
誰
為
狐
兔
」
の
一

句
の
意
味
が
分
か
り
づ
ら
く
な
り
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
周
曰
校
本
を
見
て
み
る
と
、

鄭
喬
林
本
の
文
章
中
に
の
み
見
ら
れ
た
一
文
は
周
曰
校
本
の
中
に
も
見
え
、
さ
ら
に
鄭
喬
林
本
よ
り
も
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。

鄭
喬
林
本
に
の
み
見
え
る
文
章
は
、
周
曰
校
本
の
よ
う
な
繁
本
系
の
文
章
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
あ
る
ま
い
。
さ
ら
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に
、
周
曰
校
本
に
は
「
狐
兔
未
息
」
の
一
句
が
あ
り
、
そ
の
後
の
「
某
問
誰
為
狐
兔
」
の
一
句
と
呼
応
し
て
、
文
章
の
意
味
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
、
周
曰
校
本
の
よ
う
な
文
章
が
『
三
国
志
演
義
』
の
も
と
の
形
で
あ
り
、
周
曰
校
本
の
よ

う
な
文
章
に
基
づ
い
て
簡
略
化
し
て
、
鄭
喬
林
本
の
よ
う
な
文
章
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
に
「
狐
兔
」
と
い
う
語

が
前
後
で
呼
応
し
な
い
誤
り
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
文
意
が
通
じ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
鄭
喬
林
本
の
よ
う
な
文
章

を
さ
ら
に
簡
略
化
し
て
、
劉
興
我
本
な
ど
三
本
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
よ
う
な
文
章
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
劉
興
我
本
よ
り
も
よ
り
古
い
様
相
を
留
め
、
繁
本
系
の
文
章
か
ら
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
文

章
が
成
立
す
る
ま
で
の
過
渡
期
の
よ
う
な
状
況
を
示
し
て
い
る
。

先
に
挙
げ
た
「
定
三
分
諸
葛
亮
出
茅
蘆
」
の
例
で
は
、
鄭
喬
林
本
と
二
十
四
巻
系
の
文
章
が
よ
く
似
て
い
た
。
こ
の
「
曹
操

興
兵
征
張
繡
」
の
例
は
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
が
二
十
四
巻
系
と
一
般
的
な
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
間
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
鄭
喬
林
本
は
確
か
に
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
版
本
で
あ
る
が
、
鄭
喬
林
本
の

文
章
は
一
般
的
な
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
文
章
よ
り
も
よ
り
古
い
様
相
を
留
め
て
い
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

第
一
の
可
能
性
は
、「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
中
で
「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
が
先
に
成
立
し
、
そ
の
後
で
完
全
簡
本

『
三
国
英
雄
志
伝
』
が
成
立
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
国
古
典
小
説
の
版
本
変
遷
過
程
で
は
、
通
常
繁
本
か
ら
簡
本
が
成

立
す
る
も
の
で
あ
る）

14
（

。
も
し
「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
が
先
に
成
立
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
原
則
に
適
合
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
現
存
す
る
「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
は
す
べ
て
清
刊
本
で
あ
り
、
明
刊
本
は
存
在
し
な
い
。
一
方
で
完
全
簡

本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
明
刊
本
に
は
劉
興
我
本
・
劉
栄
吾
本）

15
（

・
楊
美
生
本
の
三
本
が
存
在
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
現
存
し

て
い
る
版
本
が
明
清
時
代
当
時
存
在
し
て
い
た
版
本
全
て
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
現
存
す
る
版
本
の
状
況
は
、
明
清

時
代
当
時
の
版
本
の
流
伝
の
状
況
を
あ
る
一
定
程
度
は
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
現
存
資
料
で
考
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え
る
限
り
、
明
代
末
期
に
「
先
繁
後
簡
」
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
版
本
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
先
繁
後
簡
」『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
文
章
は
、
冒
頭
五
則
の
文
章
は
二
十
四
巻
系
に
類
似
し
て
お
り
、
第
六
則
か
ら

第
十
二
則
ま
で
の
文
章
は
二
十
四
巻
系
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
則
か
ら
第
十
二
則
ま

で
（
二
十
巻
本
の
巻
一
に
相
当
す
る
）
の
文
章
は
、
二
十
四
巻
系
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
十
三
則
以
降
は
完
全
簡

本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
も
「
先
繁
後
簡
」
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
も
文
章
は
お
お
よ
そ
一
致
す
る
。
も
し
「
先
繁
後
簡
」
が
先

に
成
立
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
完
全
簡
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
が
成
立
す
る
時
に
、
第
十
三
則
以
降
の
文
章
の
簡
略
化
の
程
度
に

合
わ
せ
て
第
十
二
則
以
前
の
文
章
を
簡
略
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
や
は
り
た
い
へ
ん
手
間
の
か
か
る
作
業
で
あ 

ろ
う
。

以
上
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
が
先
に
成
立
し
、
完
全
簡
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
が
後
か
ら
成
立

し
た
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

第
二
の
可
能
性
は
、
鄭
喬
林
本
（
あ
る
い
は
比
較
的
近
い
そ
の
祖
本
）
が
成
立
す
る
時
に
、
二
十
四
巻
系
の
版
本
に
従
っ
て

完
全
簡
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
巻
一
の
文
章
を
補
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鄭
喬
林
本
は
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』

に
比
べ
て
文
章
が
長
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
数
十
個
所
あ
る
が
、
そ
の
最
も
長
い
も
の
で
も
数
十
字
、
短
い
も
の
は
数
字
程

度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
故
事
・
物
語
の
よ
う
な
一
定
の
長
さ
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
鄭
喬
林
本
の

文
章
の
方
が
長
く
な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
該
当
部
分
の
文
章
の
意
味
が
必
ず
し
も
通
じ
な
く
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
先
に
挙
げ
た
「
曹
操
興
兵
征
張
繡
」
の
例
の
よ
う
に
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
の
方
に
誤
り
の
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
二
十
四
巻
系
版
本
の
文
章
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
数
字
か
ら
数
十
字
程
度
の
文
章
を
抜
き
出
し
て
『
三
国
英
雄
志

伝
』
の
文
章
を
補
う
の
は
、
や
は
り
か
な
り
面
倒
な
作
業
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
鄭
喬
林
本
が
二
十
四
巻
系
版

本
に
従
っ
て
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
文
章
を
補
っ
た
可
能
性
は
大
き
く
な
い
と
考
え
る
。
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第
三
の
可
能
性
は
、
鄭
喬
林
本
の
祖
本
は
「
先
繁
後
簡
」
の
祖
本
が
成
立
す
る
早
い
段
階
で
分
岐
し
て
で
き
た
も
の
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
二
十
四
巻
系
版
本
の
中
の
一
つ
に
基
づ
い
て
新
た
な
版
本
の
編
集
を
開
始
し
、『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
中
の

一
本
の
影
響
を
受
け
て
「
先
繁
後
簡
」
の
祖
本
が
成
立
し
た）

16
（

。
鄭
喬
林
本
の
祖
本
は
「
先
繁
後
簡
」
祖
本
が
成
立
し
よ
う
と

し
て
い
る
時
期
に
現
れ
た
過
渡
期
の
一
本
で
あ
り
、
そ
の
た
め
二
十
四
巻
系
版
本
の
様
相
を
留
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
鄭
喬

林
本
は
確
か
に
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
し
な
が
ら
、
書
名
が
「
三
国
志
伝
」
と
な
っ
て
い
る
。
明
刊
本
の
劉
興
我
本
・

劉
栄
吾
本
も
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
に
属
し
な
が
ら
、
書
名
は
「
三
国
志
伝
」
と
な
っ
て
い
る
。
鄭
喬
林
本
の
書
名
が
「
三

国
志
伝
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
比
較
的
古
い
様
相
を
留
め
て
い
る
こ
と
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
第
三
の
可
能
性
は
、
先

の
第
一
・
第
二
の
可
能
性
よ
り
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
に
は
独
特
な
性
質
が
あ
る
。
清
刊
本
で
あ
る
鄭
喬
林
本
は
、
な
ぜ
完
全
簡
本
『
三
国
英

雄
志
伝
』
よ
り
古
い
様
相
を
留
め
て
い
る
の
か
、
現
存
資
料
の
中
で
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し
い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ

え
ず
の
結
論
を
述
べ
る
に
留
め
、
鄭
喬
林
本
の
本
文
の
問
題
を
完
全
に
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

四

鄭
喬
林
本
の
文
章
を
そ
の
他
の
諸
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
興
味
深
い
例
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

呂
布
は
曹
操
に
攻
め
ら
れ
、
下
邳
へ
逃
げ
て
行
っ
た
。
曹
操
は
下
邳
へ
行
き
、
城
下
に
陣
を
敷
い
た
。
陳
宮
は
呂
布
に
対
し

て
、
曹
操
の
大
軍
が
陣
を
敷
く
前
に
城
を
出
て
攻
め
る
と
負
け
る
こ
と
は
な
い
と
進
言
し
た
。
し
か
し
呂
布
の
妻
厳
氏
と
貂
蟬

が
反
対
し
た
た
め
、
呂
布
は
城
を
出
よ
う
と
し
な
い
。
陳
宮
は
許
汜
と
王
楷
に
袁
術
と
の
縁
談
を
進
め
さ
せ
、
そ
し
て
袁
術
と
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楊
美
生
本

布
大
喜
，
　
　
卽

修
書
，
　
　
命
　

氾
、
楷
同
　
行
，

　
　
　
　
　
令
張

遼　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
回
，

　
遇
関
羽
　
　
攔

路
，
　
羽
　
有
頋

劉
興
我
本

布
大
喜
，
　
　
卽 

修
書
，
　
　
命
　

汜
、
楷
同
　
行
，

　
　
　
　
　
令
張

遼
、
郝
萌

　
一
千
兵
送
出
隘

口
。

張
遼
分
一
半
軍
回
，

郝
萌
引
五
百
軍
　

馬
，
跟
汜
、
楷
去
。

張
遼
　
　
　
　
回
，

　
遇
関
羽
　
　
攔

路
，
　
羽
　
有
顧

鄭
喬
林
本

布
大
喜
，
　
　
即

修
書
，
　
　
𠇮
　

汜
、
楷
同
　
行
，

　
　
　
　
　
令
张

遼
、
郝
萌
　
　
引

　
一
千
兵
送
出
隘

口
。

郝
萌
引
五
百
軍
，

　
　
跟
汜
、
楷
去
。

张
遼
分
一
半
軍
回
，

　
遇
関
羽
　
　
欄

路
，
　
羽
　
有
頋

致
和
堂
本

布修
書
，
　
　
　
令

汜
、
楷
　
去
，

　
　
　
　
　
令
張

遼
、
郝
萌

　
　
　
　
送
出
隘

口
。

　
遼
　
　
　
　
回
， 

　
遇
関
羽
　
　
攔

路
，
　
羽
　
有
顧

嘉
慶
七
年
本

布
大
喜
，
　
　
卽

偹
書
，
　
命
　
汜
、

楷
同
　
行
，

　
　
　
　
　
令
張

遼　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
回
，

　
遇
関
羽
　
　
攔

路
， 

羽
　
有
顧
盼

周
曰
校
本

布
大
喜
，
遣
人

修
書
，
就
着

汜
、
楷
　
去
。
許

汜
曰
，
願
得
一
軍

引
路
衝
出
，
方
可

得
去
。
布
教
　
張

遼
、
郝
萌
兩
箇
引

兵
一
千
　
送
出
隘

口
。
許
汜
、
王
楷

辤
了
呂
布
，
張
遼

在
前
，
郝
萌
在
後
，

夜
至
二
更
，
殺
出

城
去
，
抹
過
玄
徳

寨
。
衆
将
追
趕
不

迭
，
已
出
隘
口
。

張
遼
　
一
半
軍
囬
，

郝
萌
　
五
百
　
人

馬
，跟
汜
、楷
去
了
。

張
遼
　
　
　
　
囬

来
，
　
　
雲
長
攔

　
住
，
　
各
有
顧

と
も
に
曹
操
を
挟
み
撃
ち
に
し
よ
う
と
し
た
。

○
鄭
喬
林
本
巻
四
「
白
門
樓
曹
操
斬
呂
布
」
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周
曰
校
本
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
呂
布
は
許
汜
と
王
楷
に
自
分
の
手
紙
を
携
え
て
袁
術
の
も
と
へ
行
か
せ
よ
う
と

す
る
と
、
許
汜
は
呂
布
に
敵
の
中
を
突
進
す
る
た
め
に
軍
を
出
す
よ
う
願
っ
た
。
呂
布
は
張
遼
と
郝
萌
に
一
千
の
兵
を
率
い
て

許
汜
と
王
楷
を
山
間
の
狭
い
道
ま
で
送
ら
せ
た
。
張
遼
と
郝
萌
は
許
汜
と
王
楷
を
守
り
な
が
ら
、
夜
中
二
更
に
城
を
出
て
山
間

ま
で
突
き
進
ん
だ
。
郝
萌
の
五
百
の
軍
と
許
汜
・
王
楷
は
一
緒
に
行
き
、
張
遼
の
軍
は
帰
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
途
中
張
遼
は
関

羽
に
出
会
っ
た
が
、
関
羽
も
張
遼
も
お
互
い
心
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
戦
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
高
順
と
侯
成
は
張
遼
と

関
羽
が
対
峙
し
て
い
る
の
を
見
て
、
兵
を
率
い
て
張
遼
を
救
い
、
帰
っ
て
行
っ
た
。
内
容
は
十
分
備
わ
っ
て
お
り
、
文
章
も
分

か
り
や
す
い
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
『
三
国
志
演
義
』
の
本
来
の
様
相
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
示
し
た
五
種
類
の
『
三
国
英
雄

志
伝
』
の
文
章
を
見
る
と
、
い
ず
れ
も
周
曰
校
本
よ
り
文
章
が
簡
略
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
簡
略
化
の
程
度
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
。

劉
興
我
本
の
文
章
を
周
曰
校
本
と
比
べ
て
み
る
と
、
周
曰
校
本
に
は
見
ら
れ
る
「
許
汜
、
王
楷
辤
了
呂
布
，
張
遼
在
前
，
郝

萌
在
後
，
夜
至
二
更
，
殺
出
城
去
，
抹
過
玄
徳
寨
。
衆
将
追
趕
不
迭
，
已
出
隘
口
」
の
一
文
が
、
劉
興
我
本
に
は
な
い
。
こ
の

一
文
は
二
度
現
れ
る
「
隘
口
」
二
文
字
に
挟
ま
れ
た
個
所
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
劉
興
我
本
に
よ
る
同
詞
脱
文
の
誤
り
で
あ
ろ

う
。
こ
の
一
文
の
脱
落
に
よ
っ
て
劉
興
我
本
の
文
章
は
、
呂
布
が
張
遼
と
郝
萌
に
兵
を
出
さ
せ
、
そ
れ
か
ら
張
遼
が
半
分
の
軍

を
率
い
て
帰
っ
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
張
遼
が
出
て
行
っ
た
描
写
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
張
遼
が
帰
っ
て
く

念
　
之
心
　
不
𢧐
，

　
　
　
　
遼
得
回

城
。

念
　
之
心
　
不
𢧐
，

　
　
　
　
遼
得
回

城
。

念
　
之
心
　
不
𢧐
，

　
　
　
　
遼
得
回

城
。

念
　
之
心
　
不
戰
，

　
　
　
　
遼
得
回

城
。

　
　
之
心
　
不
𢧐
，

　
　
　
　
遼
得
回

城
。

　
眄
之
心
，
不

肯
下
手
。
髙
順
、

侯
成
出
城
，
引
兵

救
獲
，
張
遼
　
囬

　
来
了
。
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る
こ
と
に
な
っ
て
、
奇
妙
な
内
容
に
な
り
、
文
意
が
通
じ
な
い
。
楊
美
生
本
の
文
章
は
劉
興
我
本
よ
り
も
さ
ら
に
短
く
、
劉
興

我
本
に
見
え
る
「
郝
萌
一
千
兵
送
出
隘
口
。
張
遼
分
一
半
軍
回
，
郝
萌
引
五
百
軍
馬
，
跟
汜
、
楷
去
。
張
遼
」
の
一
文
が
、
楊

美
生
本
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
楊
美
生
本
の
文
章
は
、
呂
布
が
許
汜
と
王
楷
に
一
緒
に
出
か
け
る
よ
う
命
じ
る
と
、
突
然
張
遼

が
出
て
き
て
、
し
か
も
関
羽
も
突
然
現
れ
、
二
人
が
面
会
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
章
・
内
容
は
完
全
に
破
綻
し
て
お
り
、
文
意

は
全
く
通
じ
な
い
。
劉
興
我
本
と
楊
美
生
本
を
比
べ
る
と
、
劉
興
我
本
に
見
え
て
楊
美
生
本
に
は
な
い
一
文
は
、
二
度
出
て
く

る
「
張
遼
」
の
二
文
字
に
挟
ま
れ
た
個
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
だ
と
す
る
と
楊
美
生
本
の
文
章
は
劉
興
我
本
の
よ
う
な
文

章
に
も
と
づ
い
て
、
さ
ら
に
同
詞
脱
文
の
誤
り
が
生
じ
て
で
き
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
楊
美
生
本
の
文
章
は

『
三
国
志
演
義
』
の
本
来
の
姿
を
直
接
簡
略
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、『
三
国
志
演
義
』
の
本
来
の
姿
か
ら
二
度
の
同
詞
脱
文
を

経
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鄭
喬
林
本
と
劉
興
我
本
を
比
べ
て
み
る
と
、「
送
出
隘
口
」
ま
で
は
両
本
の
文
章
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
劉
興
我

本
は
「
張
遼
分
一
半
軍
回
，
郝
萌
引
五
百
軍
馬
，
跟
汜
、
楷
去
。
張
遼
回
」
と
な
り
、
鄭
喬
林
本
は
「
郝
萌
引
五
百
軍
，
跟

汜
、
楷
去
。
张
遼
分
一
半
軍
回
」
と
な
り
、「
遇
関
羽
」
以
降
は
ま
た
文
章
は
一
致
す
る
。
両
本
の
文
章
は
、
語
句
の
順
序
に

違
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
興
我
本
で
は
「
張
遼
分
一
半
軍
回
」
の
一
句
が
先
に
あ
り
、
そ
れ
か
ら
「
郝
萌
引
五
百
軍
馬
，

跟
汜
、
楷
去
」
の
一
句
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
、
先
に
「
郝
萌
引
五
百
軍

馬
，
跟
汜
、
楷
去
」
の
一
句
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
「
张
遼
分
一
半
軍
回
」
の
一
句
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
は
、
周
曰
校

本
に
比
べ
れ
ば
い
さ
さ
か
唐
突
な
感
が
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
が
、
文
意
は
通
じ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
鄭
喬
林
本
が
成
立
す

る
時
に
、
文
章
を
書
き
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鄭
喬
林
本
と
劉
興
我
本
で
は
、
文
章
の
長
さ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
語

彙
に
大
差
は
な
く
、
た
だ
語
句
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
鄭
喬
林
本
の
文
章
は
、
周
曰
校
本
と
比
べ
る
と

繁
簡
の
差
が
あ
る
こ
と
は
当
然
な
が
ら
、
語
句
の
出
て
く
る
順
序
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
ず
周
曰
校
本
の
よ
う
な
完
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全
な
文
章
が
あ
っ
て
、
文
章
を
簡
略
化
す
る
過
程
で
同
詞
脱
文
の
誤
り
を
生
じ
、
劉
興
我
本
の
よ
う
な
文
章
が
成
立
し
た
。
そ

し
て
劉
興
我
本
の
よ
う
な
文
章
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
た
め
、
鄭
喬
林
本
が
成
立
す
る
段
階
で
語
句
の
順
序
を
入
れ
替
え
、
と

り
あ
え
ず
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
鄭
喬
林
本
の
よ
う
な
文
章
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
致
和
堂
本
の
文
章
を
見
る
と
、
劉
興
我
本
や
鄭
喬
林
本
よ
り
も
さ
ら
に
短
く
な
っ
て
い
て
、
楊
美
生
本
と
比
較
的
似

た
文
章
に
な
っ
て
い
て
、
楊
美
生
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
致
和
堂
本
に
は
劉
興
我
本
・
鄭
喬
林
本

同
様
に
「
郝
萌
送
出
隘
口
」
の
一
句
が
あ
る
が
、
楊
美
生
本
に
は
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
致
和
堂
本
と
楊
美
生
本
は
直
接
の
関

係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
致
和
堂
本
の
文
章
は
鄭
喬
林
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と

こ
の
例
に
挙
げ
た
個
所
に
お
い
て
も
、
致
和
堂
本
の
文
章
は
鄭
喬
林
本
と
よ
り
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
劉
興
我
本
と
鄭
喬
林
本
の
間
で
語
句
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
文
章
は
、
致
和
堂
本
に
は
見
ら
れ
な

い
。
致
和
堂
本
の
文
章
は
鄭
喬
林
本
の
よ
う
な
文
章
に
基
づ
い
て
、
劉
興
我
本
と
鄭
喬
林
本
で
語
句
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
る
個
所
を
削
除
す
る
か
脱
落
す
る
か
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

嘉
慶
七
年
本
は
さ
ら
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
嘉
慶
七
年
本
は
確
か
に
「
先
繁
後
簡
」

小
グ
ル
ー
プ
の
一
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
文
章
は
楊
美
生
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
て
、
同
じ
「
先
繁
後
簡
」
小

グ
ル
ー
プ
の
鄭
喬
林
本
・
致
和
堂
本
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
嘉
慶
七
年
本
は
成
立
段
階
が

遅
い
版
本
で
あ
り）

17
（

、
そ
の
文
章
も
、
嘉
慶
七
年
本
独
特
な
性
質
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
嘉
慶
七
年
本

の
性
質
に
つ
い
て
詳
細
に
考
察
し
た
後
、
解
決
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
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以
上
、
鄭
喬
林
本
の
文
章
の
性
質
と
『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
変
遷
過
程
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
論
じ
て
き
た
。
鄭
喬
林
本

は
簡
本
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
「
先
繁
後
簡
」
小
グ
ル
ー
プ
の
中
の
一
本
で
あ
り
、『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
変
遷
過
程

の
中
で
は
、
比
較
的
遅
い
段
階
の
版
本
で
あ
る
。
し
か
し
あ
る
部
分
で
は
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
よ
り
古
い
様
相
を
留
め
て
い

る
。
そ
し
て
鄭
喬
林
本
の
そ
の
他
の
『
三
国
英
雄
志
伝
』
諸
本
よ
り
古
い
と
考
え
ら
れ
る
文
章
は
、
二
十
四
巻
系
と
一
定
の
関

係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鄭
喬
林
本
に
こ
の
よ
う
な
性
質
が
あ
る
以
上
、
鄭
喬
林
本
と
い
う
こ
の
本
は
、『
三
国
英
雄
志
伝
』

の
成
立
を
考
え
て
行
く
上
で
、
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
、
き
わ
め
て
重
要
な
版
本
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
簡
本
「
英
雄
志

伝
グ
ル
ー
プ
」
は
二
十
巻
繁
本
系
か
ら
派
生
し
て
で
き
た
と
述
べ
た）

18
（

。
し
か
し
鄭
喬
林
本
の
文
章
に
は
、
二
十
四
巻
系
の
文

章
と
類
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ
と
す
る
と
、
簡
本
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
祖
本
は
二
十
四
巻
系
と
あ
る
一
定
の

関
係
が
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
簡
本
「
英
雄
志
伝
グ
ル
ー
プ
」
の
成
立
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
現
存
す
る
鄭
喬
林
本
は
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
に
蔵
さ
れ
る
。
本
論
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鄭
喬
林
本
の
中
に
は

美
玉
堂
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
の
一
部
分
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
。
現
存
す
る
美
玉
堂
本
も
ま
た
ド
イ
ツ
国
内
（
ワ
イ
マ
ー
ル
、

ア
ン
ナ
・
ア
マ
リ
ア
公
爵
夫
人
記
念
図
書
館
）
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
ワ
イ
マ
ー
ル
所
蔵
の
美
玉
堂
本
と
鄭
喬
林
本
の
中

に
紛
れ
込
ん
で
い
る
美
玉
堂
本
数
葉
は
同
版
で
あ
り
、
印
刷
順
序
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
二
種
類
の
美
玉
堂
本
が
ド
イ
ツ
国

内
に
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
は
さ
ら
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
立
図
書
館
所
蔵
の
余
象
斗
本
が
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
現
在
ド
イ
ツ
に
は
少
な
く
と
も
三
種
類
四
本
の
『
三
国
志
演
義
』
の
版
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
体
で
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
余
象
斗
本
・
朱
鼎
臣
本
・
劉
栄
吾
本
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
李
漁
本）

19
（

が
あ
り
、

ス
ペ
イ
ン
と
ス
イ
ス
に
は
そ
れ
ぞ
れ
葉
逢
春
本）

20
（

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
は
刊
行
時
期
が
明
代
嘉
靖
年
間
か
ら
清
代
中
期
ま

で
に
渉
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
版
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
こ
と
で
は
な
い
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だ
ろ
う
か
。
鄭
喬
林
本
は
こ
う
し
た
版
本
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、『
三
国
志
演
義
』
が
ど
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
ら
れ

た
か
を
考
え
る
際
に
は
、
き
っ
と
重
要
な
版
本
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。

封
面
の
記
載
に
従
え
ば
、
鄭
喬
林
本
は
康
煕
二
十
三
年
の
刊
本
で
あ
る
。『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
変
遷
の
中
で
、
刊
行
年

が
決
し
て
早
い
版
本
で
は
な
い
。
し
か
し
鄭
喬
林
本
の
文
章
の
性
質
と
所
蔵
状
況
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
価
値
は
非
常
に
大
き

い
。『
三
国
志
演
義
』
諸
版
本
の
中
で
、
確
か
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
版
本
な
の
で
あ
る
。

注（
1
） 『
三
国
志
通
俗
演
義
』
二
十
四
巻
。
上
海
図
書
館
・
石
川
武
美
記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
図
書
館
・

イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
等
蔵
。

（
2
） 美
玉
堂
本
の
巻
一
巻
頭
書
名
は
、『
二
刻
按
鑑
演
義
全
像
三
国
英
雄
志
伝
』
で
、
二
十
巻
本
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
の
ア

ン
ナ
・
ア
マ
リ
ア
公
爵
夫
人
記
念
図
書
館
所
蔵
。
鄭
喬
林
本
に
美
玉
堂
本
の
文
章
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
川
諭

「
ド
イ
ツ
・
ワ
イ
マ
ー
ル
所
蔵
『
三
国
英
雄
志
伝
』
に
つ
い
て
」（『
三
国
志
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
二
〇
年
）
参
照
。

（
3
） 中
川
諭
『『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）。

（
4
） 魏
安
『
三
国
演
义
版
本
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
，
一
九
九
六
年
）。

（
5
） こ
の
例
は
注
（
3
）
前
掲
拙
著
の
中
で
、
簡
本
系
統
が
さ
ら
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
用
い
た
個
所
で

あ
る
。

（
6
） 『
新
刊
校
正
古
本
大
字
音
釈
三
国
志
通
俗
演
義
』
十
二
巻
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
図
書
館
・
北
京
大
学
図
書
館
（
巻
一
、
二
、
六
、
九
〜

十
二
）
蔵
。

（
7
） 『
音
釈
補
遺
按
鑑
演
義
全
像
批
評
三
国
志
伝
』
二
十
巻
。
建
仁
寺
両
足
院
（
巻
一
〜
巻
八
・
巻
十
九
・
二
十
）、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

図
書
館
（
巻
七
・
八
）、
ド
イ
ツ
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
立
図
書
館
（
巻
九
・
十
）、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
図
書
館
（
巻
十

一
・
十
二
）、
大
英
博
物
館
（
巻
十
九
・
二
十
）
蔵
。

（
8
） 『
新
刻
音
釈
旁
訓
評
林
演
義
三
国
志
史
伝
』
二
十
巻
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
・
ロ
ン
ド
ン
博
物
館
図
書
館
蔵
。

（
9
） 『
新
刻
按
鑑
演
義
全
像
三
国
英
雄
志
伝
』
二
十
巻
。
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
。
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（
10
） 注
（
3
）
前
掲
拙
著
。

（
11
） 中
川
諭
「
致
和
堂
本
『
三
国
英
雄
志
伝
』
に
つ
い
て
」（『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
』
第
59
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
立
正

大
学
人
文
科
学
研
究
所
）。

（
12
） 『
新
刻
按
鑑
演
義
京
本
三
国
英
雄
志
伝
』
二
十
巻
。
張
青
松
氏
個
人
蔵
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
注
（
11
）
前
掲
拙
論
参
照
。

（
13
） 『
新
刻
按
鑑
演
義
三
国
英
雄
志
伝
』
二
十
巻
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
図
書
館
蔵
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
蔵
本
に
は
封
面
が
あ
り
、「
大

清
嘉
慶
七
年
新
鐫
」
と
題
し
て
お
り
、
よ
っ
て
と
り
あ
え
ず
「
嘉
慶
七
年
本
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
「
嘉
慶
七
年
本
」

と
は
言
っ
て
も
、
こ
の
本
と
行
款
が
等
し
く
か
つ
刊
行
年
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
蔵
本
よ
り
早
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
本
も
存
在
す

る
。
こ
の
本
と
関
連
す
る
版
本
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
14
） 注
（
3
）
前
掲
拙
著
第
五
章
。

（
15
） 『
精
鐫
按
鑑
全
像
鼎
峙
三
国
志
伝
』
二
十
巻
。
大
英
博
物
館
蔵
。

（
16
） 「
先
繁
後
簡
」『
三
国
英
雄
志
伝
』
が
成
立
す
る
過
程
に
つ
い
て
の
推
論
は
、
注
（
11
）
前
掲
拙
論
参
照
。

（
17
） 注
（
11
）
前
掲
拙
論
。

（
18
） 注
（
3
）
前
掲
拙
著
。

（
19
） 『
李
笠
翁
批
閲
三
国
志
』
一
百
二
十
回
。
中
国
国
家
図
書
館
・
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
等
蔵
。

（
20
） 『
新
刊
通
俗
演
義
三
国
志
史
伝
』
十
巻
。
ス
ペ
イ
ン
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
、
ス
イ
ス
・
ボ
ド
メ
ー
ル
財
団
図
書
館
蔵
。

 

（
二
〇
二
二
年
十
一
月
二
十
九
日
受
理
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
二
十
一
日
採
択
）




